
鉾 田 南 小 学 校 3 年 生 市 役 所 見 学 鉾 田 南 小 学 校 3 年 生 市 役 所 見 学 （令和8年5月19日）（令和8年5月19日）  

生中継・録画中継で
本会議を傍聴できます。

令和8年第2回定例会の審議結果は？････････ P2〜3
議員提出議案ピックアップ ・ 議員表彰････････ P4〜5
ここが聞きたい！一般質問
　　　　　　　　10人が質問しました･･････ P6〜11
委員会活動報告･････････････････････････P12〜13
令和8年第2回臨時会の審議結果は？･･････････ P13
行政視察研修報告･･････････････････････････ P14
お知らせ･･･････････････････････････････････ P15

令和8年第3回定例会の予定･････裏表紙

鉾田市議会　中継 検　索

一般質問は
　　10人の議員が
　　　　質問したよ

令和8年7月発行 No.84

鉾田市マスコット
キャラクター



22

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
　
主
な
日
程
　
／
　
概
要
　
　
　

６
月
４
日〔
木
〕　
本
会
議

・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・会
期
の
決
定

・諸
般
の
報
告

・行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

 （
議
案
第
１
号
か
ら
第
６
号
及
び
報
告
第
１
号
か
ら
第
４
号
）

６
月
９
日〔
火
〕　
本
会
議

・一
般
質
問

６
月
10
日〔
水
〕　
本
会
議

・一
般
質
問

・議
案
第
１
号
及
び
第
２
号
質
疑
、
委
員
会
付
託

・市
長
提
出
議
案
説
明（
議
案
第
７
号
か
ら
第
12
号
）

６
月
12
日〔
金
〕　
・厚
生
文
教
常
任
委
員
会

６
月
15
日〔
月
〕　
・経
済
建
設
常
任
委
員
会

６
月
16
日〔
火
〕　
・総
務
企
画
常
任
委
員
会

６
月
19
日〔
金
〕　
本
会
議

・�議
案
第
１
号
及
び
第
２
号
委
員
長
報
告
、
委
員
長
報
告
の
質
疑
、
討
論
、

採
決

・議
案
第
３
号
か
ら
第
12
号 

質
疑
、
討
論
、
採
決

・�議
議
案
第
２
号
か
ら
第
５
号
提
案
説
明
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

・予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任（
16
人
）

・議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任（
６
人
）

・閉
会

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

主 な 日 程

　
令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
６
月
19
日
ま

で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
市
長
か
ら
鉾
田
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
、
鉾
田
市

火
入
れ
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
８
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
２
号)

、
鹿
島
地
方
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
、
物
品
購
入
契
約
の
締
結
な
ど
計
12
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
10
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、「
庁
舎
・

公
共
施
設
再
編
に
つ
い
て
」、「
大
谷
川
と
県
道
１
１
４
号
下
太

田
鉾
田
線
に
つ
い
て
」、「
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
」、「
家
庭

系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
」な
ど
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
☞
Ｐ
６
～
Ｐ
11
）

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た「
議
案
第
1
号

鉾
田
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」審
査
の
ほ
か
、「
Ｄ

Ｘ
推
進
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」、「
原
子
力
発
電
施
設
の

立
地
に
対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て
」の
所
管
事
務
調
査
と
鉾

田
市
職
員
と「
こ
れ
か
ら
の
鉾
田
市
役
所
を
ど
う
つ
く
る
？
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た「
議
案
第
2
号

鉾
田
市
火
入
れ
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」審
査
の
ほ
か
、

「
大
洗･

鉾
田･

水
戸
環
境
組
合
」及
び
「
鉾
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」の
現
地
調
査
、「
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会
計
の
繰
越

計
算
書
等
に
つ
い
て
」の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、「
学
校
運
営
協
議
会（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）の
推
進
に
つ
い
て
」、「
児
童
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
に
つ
い
て
」の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
の
市
長
提
出
議
案
及
び
議
議
案
は
す
べ
て
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

概 　 　 要



全会⼀致で可決した議案等
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令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

会議名 議　　　案　　　等

第
　
２
　
回
　
定
　
例
　
会

第１号 鉾田市印鑑条例の一部改正について

第２号 鉾田市火入れ条例の一部改正について

第３号 令和8年度鉾田市一般会計補正予算 （第2号）

第４号 鹿島地方公平員会委員の選任について （山口　正雄氏）

第５号 鹿島地方公平員会委員の選任について （津賀　利幸氏）

第６号 鹿島地方公平員会委員の選任について （野口　朋子氏）

第７号 工事請負契約の締結について （旧上島東小学校　解体撤去工事）

第８号 工事請負契約の締結について （旧白鳥西小学校　解体撤去工事）

第９号 工事請負契約の締結について （旧白鳥東小学校　解体撤去工事）

第10号 工事請負契約の締結について （旧上島西小学校　解体撤去工事）

第11号 物品購入契約の締結について （小型動力ポンプ付積載車購入事業）

第12号 物品購入契約の締結について （避難所資機材整備事業）

議議案
第2号

鉾田市議会委員会条例の一部改正について

議議案
第3号

議会広報広聴特別委員会の設置について

議議案
第4号

鉾田市議会会議規則の一部改正について

議議案
第5号

鉾田市の海岸保全及び安全対策に関する茨城県への要望書提出を求める決議

市長提出議案

概要はこちら

（旧上島東小学校・旧白鳥西小学校・旧白鳥東小学校・旧上島西小学校）
議案第7号から第10号 工事請負契約の締結について

　大洋地区閉校小学校４校の解体撤去工事に係る工事請負契約を締結するため
議会の議決を求めるもの。　

議案 工　事　名 契　約　額（税込み）
第７号 旧上島東小学校　解体撤去工事 260,700,000円
第８号 旧白鳥西小学校　解体撤去工事 156,200,000円
第９号 旧白鳥東小学校　解体撤去工事 143,000,000円
第10号 旧上島西小学校　解体撤去工事   92,895,000円
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　予算や決算の審査体制を充実させるため、これまで必要に応じて設置して
いた「予算決算特別委員会」を改め、「予算決算常任委員会」を設置しました。
　これにより、継続的で効率的な審査を行い、議会の機能強化につながります。
　予算決算常任委員会において担当する分野は、「予算」及び「決算」に関する
事項となります。

目的：�議会の活動を、議会広報紙や多様な広報手段により、市民に周知し、
また、広聴活動により住民自治の高揚を図り、議会に対する理解と認
識を深め、充実させることを目的とする。

定数：６人

予
算
決
算
常
任
委
員
会
　
／
　
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
設
置

　「公共施設のあり方に関する調査特別委員会」の新体制が決まりました。
　正副委員長の辞任に伴い、新たな正副委員長を選出しました。

議議案第２号　鉾田市議会委員会条例の一部改正について

議議案第３号　議会広報広聴特別委員会の設置について

　予算決算常任委員会の設置に伴い、委員16人が選任され、正副委員長が決定
されました。

　議会広報広聴特別委員会の設置に伴い、委員6人が選任され、正副委員長が
決定されました。

予算決算常任委員会
委 員 長 根嵜　　眞
副委員長 亀山　　彰
委　　員 議長を除く全議員※

公共施設のあり方に
関する調査特別委員会

委 員 長 根嵜　　眞
副委員長 土子　勝也
委　　員 議長を除く全議員

議会広報広聴特別委員会

委 員 長 関根　正史
副委員長 羽成　洋一

委　　員
久保田　豊 土子　勝也
髙埜　栄治 亀山　　彰

※�決算審査においては
監査委員を除く。
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議
会
活
動
報
告
　
／
　
議
員
表
彰
　

 議 会 活 動 報 告  

　近年、鉾田市沿岸部では海岸侵食による砂浜の縮小などが深刻化しており、安全確
保や観光資源の維持に支障をきたしています。この問題は広域的な課題を含み、市単
独での対応には限界があるため、鉾田市議会は鉾田市長に対し、茨城県へ速やかに要
望書を提出するよう求める決議を行いました。

【県への要望要旨】
１．恒久的な対策の実施	 ：効果的な海岸保全措置への主導的・継続的支援
２．安全確保への支援	 ：海水浴場非開設時を含む、安全対策への技術・財政支援
３．継続的な調査と共有	 ：海岸侵食や地形変化の定期的調査と市への情報共有
４．広域的な保全計画の推進	：国や関係自治体と連携した重点的な対策

市執行部へ
「鉾田市の海岸保全及び安全対策に関する茨城県への要望書提出を求める
要望書」を市長へ提出しました。（令和8年6月19日）

議 員 表 彰（全国市議会議長会・茨城県市議会議長会）

　令和8年6月19日、永年勤続議員表彰の表彰状伝達式を執り行いました。この表彰は、
多年にわたり市議会議員として在職し、地方自治の発展と市民生活の向上、ならびに市
政の振興に多大な貢献をされた議員に対して贈られるものです。

髙埜栄治議員､ 田口清一議員､ 堀田正衛議員､ 亀山彰議員

市長へ要望書提出 大竹海岸の砂浜比較写真

令和8年1月30日
午前10時30分

井川市長 小沼議長 令和8年4月13日
午前11時23分

表彰元 勤続年数 受賞議員

全国市議会
議長会

25年 堀田　正衛　議員
25年 田口　清一　議員
10年 亀山　　彰　議員

茨城県市議会
議長会

25年 堀田　正衛　議員
25年 田口　清一　議員
8年 髙埜　栄治　議員

（砂浜の侵食により護岸ブロックに砂が無くなっている）
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議 員 名 質　問　事　項

入江　　晃

1
鉾田市庁舎・公共施設再編整備
について

2 土地改良施設の電気代助成について

3
木造住宅の耐震診断・耐震改修
について

4 学校跡地利活用について

米川　宗司

1 副市長について

2
庁舎・公共施設再編整備事業の
意見交換会について

3 大竹海水浴場について

関根　正史

1
国際情勢による農業危機管理に
ついて

2
統合小学校開校後の交通安全に
ついて

3
学校部活動等における移動時の
安全管理について

4
水道水濁り水発生後の減免措置
と検証について

高野　　衛

1
価格高騰から暮らしと経済を守
る対策について

2 持続可能な街づくりについて

3
鉾田市庁舎･公共施設再編整備基
本構想(骨格)に関する意見交換会
について

4 ほこたマラソン大会の再開について

5 太陽光パネル式防犯灯について

久保田　豊

1 休耕地における火災対策について

2
高齢社会における移動支援政策
の充実について

3 結婚対策事業について

亀山　　彰

1
副市長から診た庁内組織の高く
評価できる点と課題や懸念点に
ついて

2
大谷川と県道114号下太田鉾田
線について

3
鉾田市公営バス、 送迎サービス
について

4
庁舎、 公共施設再編整備基本構
想について

議 員 名 質　問　事　項

土子　勝也

1 物価高騰対策について

2 高温対策事業について

3 学校跡地について

4
中東情勢の緊迫化に伴う資材不
足について

鬼澤　治男

1
上山鉾田工業団地と鉾田西部工
業団地の企業誘致について

2
大洋地区旧小学校校舎の解体工
事について

髙埜　栄治

1
市民サービス向上ならびに経費
削減のための地域DX推進個別
システム構築と運用時期について

2
東関東自動車道鉾田IC・行方IC
間開通に向けたまちづくり及び
経済振興策の取り組みについて

3

外国人幼保・児童生徒ならびに交
流ためらい生活者(ひきこもりを含
む)の人権と学習権を保障し、 誰
一人取り残さない生活・学習支援
の施策展開について

水上　美智子

1 指定ごみ袋の品薄について

2
茨城県の過疎地域出産祝い金補
助事業について

3
充実した子育て支援で選ばれる
まちについて

4 家庭系一般廃棄物について

検　索鉾田市議会　会議録

鉾田市議会ホームページで

一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス

   「http://www.city.hokota.lg.jp」

②市ガイド内の 「鉾田市議会」 クリック

③会議録をクリック

※今定例会の会議録は9月上旬公開予定です。

また、 各議員の2次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

¦¦お
知らせお知らせ ¦¦

P10

P10

P11

P11

P7

P8

P7

P8

P9

P9

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
　
こ
こ
が
聞
き
た
い
!!
　
一
般
質
問

議員が市政全般の現状や方針な
どを問うものです。 ここでは、 一
般質問を要約して掲載します !!

？？？ 一般質問とは？一般質問とは？ここが聞きたい!!ここが聞きたい!!
一般質問一般質問
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一
般
質
問
　
入
江
　
晃 

議
員
　
／
　
米
川 

宗
司 

議
員

鉾
田
市
庁
舎
・
公
共
施
設

鉾
田
市
庁
舎
・
公
共
施
設

再
編
整
備
基
本
構
想
の
市

再
編
整
備
基
本
構
想
の
市

民
意
見
交
換
会
は
１
８
５
人
が
参

民
意
見
交
換
会
は
１
８
５
人
が
参

加
し
た
も
の
の
、
地
域
に
よ
っ
て

加
し
た
も
の
の
、
地
域
に
よ
っ
て

は
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
。
開
催

は
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
。
開
催

時
期
が
農
繁
期
で
あ
っ
た
こ
と
や

時
期
が
農
繁
期
で
あ
っ
た
こ
と
や

時
間
帯
、
周
知
方
法
な
ど
に
課
題

時
間
帯
、
周
知
方
法
な
ど
に
課
題

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
反
映

よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

さ
せ
る
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】説
明
会

【
政
策
企
画
部
長
】説
明
会

は
平
日
の
昼
・
夜
に
加
え

は
平
日
の
昼
・
夜
に
加
え

土
曜
日
も
含
め
全

土
曜
日
も
含
め
全
99
回
開
催
し
、

回
開
催
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
回
覧
、
防
災
無

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
回
覧
、
防
災
無

線
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
周

線
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
周

知
し
た
。
参
加
者
が
少
な
い
会
場

知
し
た
。
参
加
者
が
少
な
い
会
場

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
防
災
無
線

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
防
災
無
線

の
回
数
を
増
や
す
な
ど
対
応
し

の
回
数
を
増
や
す
な
ど
対
応
し

た
。
今
後
は
周
知
方
法
を
さ
ら
に

た
。
今
後
は
周
知
方
法
を
さ
ら
に

検
討
す
る
と
と
も
に
、
基
本
計
画

検
討
す
る
と
と
も
に
、
基
本
計
画

や
基
本
設
計
の
段
階
で
は
、
よ
り

や
基
本
設
計
の
段
階
で
は
、
よ
り

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
市
民
参

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
市
民
参

加
を
重
視
し
、
多
く
の
意
見
を
い

加
を
重
視
し
、
多
く
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

新
庁
舎
は
令
和

新
庁
舎
は
令
和
1212
～～
1313

年
度
の
完
成
予
定
だ
が
、

年
度
の
完
成
予
定
だ
が
、

合
併
特
例
債
の
期
限
や
資
材
高

合
併
特
例
債
の
期
限
や
資
材
高

騰
、
人
手
不
足
な
ど
を
考
え
る
と
、

騰
、
人
手
不
足
な
ど
を
考
え
る
と
、

計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
る
の
か
不

計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
る
の
か
不

安
が
あ
り
ま
す
。
特
例
債
の
活
用

安
が
あ
り
ま
す
。
特
例
債
の
活
用

に
問
題
は
な
い
か
伺
う
。

に
問
題
は
な
い
か
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
県
と

【
政
策
企
画
部
長
】
県
と

協
議
し
た
結
果
、
令
和

協
議
し
た
結
果
、
令
和
1212

年
度
中
に
起
債
対
象
事
業
と
し
て

年
度
中
に
起
債
対
象
事
業
と
し
て

工
事
に
着
手
し
て
い
れ
ば
、
令
和

工
事
に
着
手
し
て
い
れ
ば
、
令
和

1313
年
度
の
完
成
で
も
合
併
特
例
債

年
度
の
完
成
で
も
合
併
特
例
債

の
活
用
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

の
活
用
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
今
後
も
詳
細
を
詰

認
し
て
い
る
。
今
後
も
詳
細
を
詰

め
な
が
ら
、
工
期
短
縮
も
検
討
し
、

め
な
が
ら
、
工
期
短
縮
も
検
討
し
、

で
き
る
限
り
令
和

で
き
る
限
り
令
和
1212
年
度
完
成
を

年
度
完
成
を

目
標
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

目
標
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

一
度
計
画
を
見
直
し
た
後

一
度
計
画
を
見
直
し
た
後

に
、
新
庁
舎
整
備
へ
方
針

に
、
新
庁
舎
整
備
へ
方
針

転
換
し
た
理
由
と
さ
ら
に
２
拠
点
体

転
換
し
た
理
由
と
さ
ら
に
２
拠
点
体

制
と
し
た
市
長
の
考
え
方
を
伺
う
。

制
と
し
た
市
長
の
考
え
方
を
伺
う
。

【
市
長
】現
庁
舎
を
改
め
て

【
市
長
】現
庁
舎
を
改
め
て

調
査
し
た
結
果
、
安
全

調
査
し
た
結
果
、
安
全

性
や
機
能
面
に
大
き
な
課
題
が
あ

性
や
機
能
面
に
大
き
な
課
題
が
あ

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
職

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
職

員
の
執
務
環
境
改
善
の
た
め
に
も

員
の
執
務
環
境
改
善
の
た
め
に
も

新
庁
舎
整
備
が
必
要
と
判
断
し
ま

新
庁
舎
整
備
が
必
要
と
判
断
し
ま

し
た
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
へ
の

し
た
。
ま
た
、
大
規
模
災
害
へ
の

対
応
を
考
え
る
と
、
防
災
機
能
を

対
応
を
考
え
る
と
、
防
災
機
能
を

確
保
す
る
た
め

確
保
す
る
た
め
22
拠
点
体
制
が
望

拠
点
体
制
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
飯
名

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
飯
名

地
区
の
市
有
地
を
有
効
活
用
し
、

地
区
の
市
有
地
を
有
効
活
用
し
、

周
辺
道
路
な
ど
も
含
め
て
整
備
を

周
辺
道
路
な
ど
も
含
め
て
整
備
を

進
め
ま
す
。
議
会
と
十
分
協
議
し

進
め
ま
す
。
議
会
と
十
分
協
議
し

な
が
ら
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、

な
が
ら
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、

期
限
内
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組

期
限
内
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
は
庁
舎
整
備
そ
の

私
は
庁
舎
整
備
そ
の

も
の
に
反
対
し
て
い

も
の
に
反
対
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
市
民
サ
ー
ビ

る
わ
け
で
は
な
い
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
職
員
が
安
心
し
て
働

ス
の
向
上
や
職
員
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

新
庁
舎
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

新
庁
舎
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
一
方
で
、
市
民
に
は
計
画

い
る
。
一
方
で
、
市
民
に
は
計
画

が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
現
状

が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
現
状

も
あ
る
。
今
後
は
基
本
計
画
や
設

も
あ
る
。
今
後
は
基
本
計
画
や
設

計
段
階
で
市
民
の
声
を
丁
寧
に
聴

計
段
階
で
市
民
の
声
を
丁
寧
に
聴

き
、
議
会
と
も
十
分
に
情
報
共
有

き
、
議
会
と
も
十
分
に
情
報
共
有

し
な
が
ら
、
市
民
に
理
解
さ
れ
、

し
な
が
ら
、
市
民
に
理
解
さ
れ
、

将
来
に
わ
た
り
利
用
し
や
す
い
庁

将
来
に
わ
た
り
利
用
し
や
す
い
庁

舎
整
備
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
要

舎
整
備
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

望
し
ま
す
。

答答

答

問

問

問

庁舎整備に向けた市民意見の反映と事業の進め方について

新庁舎整備に向けた市民意見と事業の進め方について

鉾
田
市
庁
舎
・
公
共
施
設

鉾
田
市
庁
舎
・
公
共
施
設

再
編
整
備
基
本
構
想

再
編
整
備
基
本
構
想
のの

骨
格
に
関
す
る
意
見
交
換
会
は

骨
格
に
関
す
る
意
見
交
換
会
は

延
べ
１
８
５
人
が
参
加
し
た
。

延
べ
１
８
５
人
が
参
加
し
た
。

女
性
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
理

女
性
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
理

由
を
伺
う
。
ま
た
、
市
民
の
意

由
を
伺
う
。
ま
た
、
市
民
の
意

見
を
十
分
反
映
で
き
た
と
考
え

見
を
十
分
反
映
で
き
た
と
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

て
い
る
か
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】女
性

【
政
策
企
画
部
長
】女
性

の
参
加
が
少
な
か
っ
た

の
参
加
が
少
な
か
っ
た

こ
と
は
課
題
と
受
け
と
め
て
い

こ
と
は
課
題
と
受
け
と
め
て
い

る
。
周
知
が
十
分
に
行
き
届
か

る
。
周
知
が
十
分
に
行
き
届
か

な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
今

な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
今

後
は
周
知
方
法
を
見
直
す
。

後
は
周
知
方
法
を
見
直
す
。

「
意
見
交
換
会
」
と
い
う

「
意
見
交
換
会
」
と
い
う

名
称
で
も
、
市
民
か
ら

名
称
で
も
、
市
民
か
ら

は
「
既
に
方
向
性
が
決
ま
っ
て
お

は
「
既
に
方
向
性
が
決
ま
っ
て
お

り
、
意
見
を
言
っ
て
も
反
映
さ
れ

り
、
意
見
を
言
っ
て
も
反
映
さ
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
声
も

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
声
も

あ
る
。
市
民
の
意
見
は
ど
の
よ

あ
る
。
市
民
の
意
見
は
ど
の
よ

う
に
取
り
入
れ
る
の
か
を
伺
う
。

う
に
取
り
入
れ
る
の
か
を
伺
う
。

【
市
長
】
全
て
を
ゼ
ロ

【
市
長
】
全
て
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
議
論
す
る
の

ベ
ー
ス
で
議
論
す
る
の

で
は
な
く
、
市
と
し
て
骨
格
案

で
は
な
く
、
市
と
し
て
骨
格
案

を
示
し
た
上
で
、
市
民
の
意
見

を
示
し
た
上
で
、
市
民
の
意
見

を
伺
う
形
を
と
っ
た
。
前
計
画

を
伺
う
形
を
と
っ
た
。
前
計
画

で
積
み
重
ね
ら
れ
た
検
討
内
容

で
積
み
重
ね
ら
れ
た
検
討
内
容

を
生
か
し
つ
つ
、
必
要
な
見
直

を
生
か
し
つ
つ
、
必
要
な
見
直

し
を
行
い
、
い
た
だ
い
た
ご
意

し
を
行
い
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
基
本
計
画
へ
反
映
し
て
い

見
は
基
本
計
画
へ
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。市

長
は
当
初
「
ゼ
ロ

市
長
は
当
初
「
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
す
」
と

ベ
ー
ス
で
見
直
す
」
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

新
庁
舎
整
備
を
進
め
る
こ
と
を

新
庁
舎
整
備
を
進
め
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
誰
が
、
ど
の
よ
う

決
定
し
た
。
誰
が
、
ど
の
よ
う

な
判
断
で
最
終
決
定
し
た
の

な
判
断
で
最
終
決
定
し
た
の

か
。
ま
た
、

か
。
ま
た
、
22
拠
点
化
と
し
た

拠
点
化
と
し
た

理
由
を
伺
う
。

理
由
を
伺
う
。

【
市
長
】最
終
判
断
は
私

【
市
長
】最
終
判
断
は
私

が
行
っ
た
。
こ
の
事
業

が
行
っ
た
。
こ
の
事
業

の
、
ゴ
ー
サ
イ
ン
は
私
が
出
さ

の
、
ゴ
ー
サ
イ
ン
は
私
が
出
さ

な
か
っ
た
ら
、
誰
が
出
す
ん
で

な
か
っ
た
ら
、
誰
が
出
す
ん
で

す
か
。
現
庁
舎
を
改
め
て
精
査

す
か
。
現
庁
舎
を
改
め
て
精
査

し
た
結
果
、安
全
性
や
機
能
面
、

し
た
結
果
、安
全
性
や
機
能
面
、

老
朽
化
へ
の
対
応
が
急
務
で
あ

老
朽
化
へ
の
対
応
が
急
務
で
あ

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
職
員
の

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
職
員
の

執
務
環
境
を
考
え
て
も
新
庁
舎

執
務
環
境
を
考
え
て
も
新
庁
舎

整
備
が
必
要
と
判
断
し
た
。
ゼ

整
備
が
必
要
と
判
断
し
た
。
ゼ

ロ
か
ら
議
論
す
る
と
事
業
が
進

ロ
か
ら
議
論
す
る
と
事
業
が
進

ま
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
基

ま
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
基

本
構
想
を
土
台
に
必
要
な
見
直

本
構
想
を
土
台
に
必
要
な
見
直

し
を
行
い
、
市
民
の
意
見
を
基

し
を
行
い
、
市
民
の
意
見
を
基

本
計
画
へ
反
映
し
て
い
く
。
２

本
計
画
へ
反
映
し
て
い
く
。
２

拠
点
化
に
つ
い
て
は
、
防
災
機

拠
点
化
に
つ
い
て
は
、
防
災
機

能
の
強
化
や
行
政
機
能
の
継
続

能
の
強
化
や
行
政
機
能
の
継
続

性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
有
地

性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
有
地

を
有
効
活
用
し
な
が
ら
進
め
る

を
有
効
活
用
し
な
が
ら
進
め
る

こ
と
が
最
適
と
判
断
し
た
。

こ
と
が
最
適
と
判
断
し
た
。

世
界
的
な
物
価
高
騰
や

世
界
的
な
物
価
高
騰
や

資
材
不
足
の
中
で
、
今
進

資
材
不
足
の
中
で
、
今
進

め
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

め
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

【
市
長
】物
価
高
騰
の
先

【
市
長
】物
価
高
騰
の
先

行
き
は
不
透
明
だ
が
、

行
き
は
不
透
明
だ
が
、

現
庁
舎
の
老
朽
化
は
深
刻
で
あ

現
庁
舎
の
老
朽
化
は
深
刻
で
あ

り
、
安
全
性
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

り
、
安
全
性
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
を
考
え
る
と
事
業
を
先

の
維
持
を
考
え
る
と
事
業
を
先

送
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
総

送
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
総

合
的
に
判
断
し
、
速
や
か
に
整

合
的
に
判
断
し
、
速
や
か
に
整

備
を
進
め
て
い
く
。

備
を
進
め
て
い
く
。

答答

答答

問

問

問問

入江　晃

米川 宗司

要
望
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国際情勢による農業危機管理について

価格高騰から暮らしと経済を守る対策について

生
活
困
窮
世
帯
は
エ
ネ

生
活
困
窮
世
帯
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど

ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど

の
価
格
上
昇
で
困
難
を
抱
え
て

の
価
格
上
昇
で
困
難
を
抱
え
て

お
り
、
直
接
支
援
の
拡
充
に
つ

お
り
、
直
接
支
援
の
拡
充
に
つ

い
て
伺
う
。

い
て
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】
市
は

【
福
祉
事
務
所
長
】
市
は

既
存
の
福
祉
制
度
の
周

既
存
の
福
祉
制
度
の
周

知
・
活
用
と
相
談
体
制
の
強
化

知
・
活
用
と
相
談
体
制
の
強
化

を
進
め
、
早
期
に
支
援
を
届
け

を
進
め
、
早
期
に
支
援
を
届
け

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
物
価
高
騰
に

現
在
の
物
価
高
騰
に

対
応
す
る
た
め
生
活

対
応
す
る
た
め
生
活

保
護
費
の
増
額
が
必
要
と
考
え

保
護
費
の
増
額
が
必
要
と
考
え

る
が
、
対
応
を
伺
う
。

る
が
、
対
応
を
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】
生
活

【
福
祉
事
務
所
長
】
生
活

保
護
費
は
地
域
ご
と
の

保
護
費
は
地
域
ご
と
の

基
準
の
範
囲
内
で
運
用
さ
れ
て

基
準
の
範
囲
内
で
運
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
物
価
高
騰
は
認
識
し

い
ま
す
。
物
価
高
騰
は
認
識
し

て
お
り
、
予
算
枠
内
で
補
助
を

て
お
り
、
予
算
枠
内
で
補
助
を

行
い
、
相
談
を
踏
ま
え
対
応
し

行
い
、
相
談
を
踏
ま
え
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。現

状
の
負
担
を
我
慢

現
状
の
負
担
を
我
慢

さ
せ
る
状
況
を
改
善

さ
せ
る
状
況
を
改
善

す
る
た
め
、
生
活
状
況
を
迅
速

す
る
た
め
、
生
活
状
況
を
迅
速

に
把
握
し
対
応
し
て
い
た
だ
き

に
把
握
し
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

た
い
。

原
油
高
騰
や
資
材
不
足

原
油
高
騰
や
資
材
不
足

で
事
業
継
続
が
困
難
に

で
事
業
継
続
が
困
難
に

な
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

な
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
給
付
型
支
援
や
資
金
繰

者
へ
の
給
付
型
支
援
や
資
金
繰

り
支
援
の
対
応
を
伺
う
。

り
支
援
の
対
応
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
国
の

【
環
境
経
済
部
長
】
国
の

交
付
金
を
活
用
し
、
電

交
付
金
を
活
用
し
、
電

気
・
ガ
ス
・
燃
料
費
等
の
使
用

気
・
ガ
ス
・
燃
料
費
等
の
使
用

料
に
応
じ
た
支
援
や
、
生
産
性

料
に
応
じ
た
支
援
や
、
生
産
性

向
上
の
設
備
投
資
、
物
流
事
業

向
上
の
設
備
投
資
、
物
流
事
業

者
へ
の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま

者
へ
の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
資
金
繰
り
支
援
で
は
、
自

す
。
資
金
繰
り
支
援
で
は
、
自

治
金
融
制
度
を
通
じ
た
融
資
や

治
金
融
制
度
を
通
じ
た
融
資
や

保
証
料
補
助
を
提
供
し
て
お
り
、

保
証
料
補
助
を
提
供
し
て
お
り
、

積
極
的
な
利
用
を
呼
び
か
け
て

積
極
的
な
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

５
月
の
広
報
に
あ
る

５
月
の
広
報
に
あ
る

支
援
事
業
は
期
間

支
援
事
業
は
期
間

限
定
・
予
算
上
限
が
あ
り
、
予

限
定
・
予
算
上
限
が
あ
り
、
予

算
不
足
と
な
っ
た
場
合
に
市
独

算
不
足
と
な
っ
た
場
合
に
市
独

自
の
補
正
予
算
な
ど
迅
速
な
対

自
の
補
正
予
算
な
ど
迅
速
な
対

応
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

応
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
支
援

【
環
境
経
済
部
長
】
支
援

事
業
を
通
じ
て
農
業
の

事
業
を
通
じ
て
農
業
の

安
定
化
を
図
り
、
状
況
を
継
続

安
定
化
を
図
り
、
状
況
を
継
続

的
に
把
握
し
柔
軟
に
対
応
し
て

的
に
把
握
し
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
方
針
で
す
。

い
く
方
針
で
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
分

医
療
・
介
護
・
福
祉
分

野
で
の
資
材
不
足
や
価

野
で
の
資
材
不
足
や
価

格
高
騰
が
経
営
に
影
響
し
て
い

格
高
騰
が
経
営
に
影
響
し
て
い

る
た
め
、
実
態
調
査
の
迅
速
な

る
た
め
、
実
態
調
査
の
迅
速
な

実
施
と
緊
急
支
援
、
資
材
の
安

実
施
と
緊
急
支
援
、
資
材
の
安

定
供
給
確
保
に
つ
い
て
の
対
策

定
供
給
確
保
に
つ
い
て
の
対
策

を
伺
う
。

を
伺
う
。【福

祉
保
健
部
長
】
医
療

【
福
祉
保
健
部
長
】
医
療

用
手
袋
の
価
格
高
騰
や

用
手
袋
の
価
格
高
騰
や

流
通
問
題
に
対
し
、
国
が
備
蓄

流
通
問
題
に
対
し
、
国
が
備
蓄

品
の
放
出
を
開
始
し
安
定
供
給

品
の
放
出
を
開
始
し
安
定
供
給

を
図
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は

を
図
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は

現
在
深
刻
な
不
足
は
な
い
が
、

現
在
深
刻
な
不
足
は
な
い
が
、

今
後
の
情
勢
変
化
に
備
え
、
地

今
後
の
情
勢
変
化
に
備
え
、
地

元
医
師
会
や
関
係
機
関
と
連
携

元
医
師
会
や
関
係
機
関
と
連
携

を
続
け
て
い
ま
す
。

を
続
け
て
い
ま
す
。

市
内
農
業
者
の
資
材
価
格
高

市
内
農
業
者
の
資
材
価
格
高

騰
や
不
足
に
関
す
る
声
の
把
握

騰
や
不
足
に
関
す
る
声
の
把
握

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】市
内
農
業
者

【
環
境
経
済
部
長
】市
内
農
業
者

か
ら
は
、肥
料
や
農
薬
、ビ
ニ
ー

か
ら
は
、肥
料
や
農
薬
、ビ
ニ
ー

ル
資
材
の
価
格
が

ル
資
材
の
価
格
が
3030
～～
5050
％
上
昇
し
、
一

％
上
昇
し
、
一

部
資
材
の
納
期
遅
延
や
供
給
不
足
へ
の

部
資
材
の
納
期
遅
延
や
供
給
不
足
へ
の

不
安
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
の
農
業

不
安
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
の
農
業

物
価
指
数
も
令
和
２
年
比
で
１
３
０・８

物
価
指
数
も
令
和
２
年
比
で
１
３
０・８

ポ
イ
ン
ト
に
上
昇
し
て
い
る
状
況
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
に
上
昇
し
て
い
る
状
況
で
す
。

鉾
田
市
の
農
家
か
ら
は
、

鉾
田
市
の
農
家
か
ら
は
、

価
格
高
騰
よ
り
も
資
材
の

価
格
高
騰
よ
り
も
資
材
の

供
給
不
足
へ
の
不
安
が
強
く
、
物
が
手

供
給
不
足
へ
の
不
安
が
強
く
、
物
が
手

に
入
ら
な
い
こ
と
が
最
大
の
問
題
だ
と

に
入
ら
な
い
こ
と
が
最
大
の
問
題
だ
と

い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
農
業
が
基
盤
の

い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
農
業
が
基
盤
の

町
で
あ
る
た
め
、
問
題
発
生
後
で
は
な

町
で
あ
る
た
め
、
問
題
発
生
後
で
は
な

く
事
前
の
危
機
管
理
が
必
要
だ
と
考
え

く
事
前
の
危
機
管
理
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】資
材
不
足
が

【
環
境
経
済
部
長
】資
材
不
足
が

深
刻
化
し
た
場
合
、
市
は
代
替

深
刻
化
し
た
場
合
、
市
は
代
替

資
材
の
確
保
や
地
域
内
で
の
資
材
共
有

資
材
の
確
保
や
地
域
内
で
の
資
材
共
有

を
推
進
し
、
メ
ー
カ
ー
と
の
情
報
共
有
強

を
推
進
し
、
メ
ー
カ
ー
と
の
情
報
共
有
強

化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
農
業
現
場
の
安

化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
農
業
現
場
の
安

定
化
に
向
け
て
、
継
続
的
に
状
況
把
握
と

定
化
に
向
け
て
、
継
続
的
に
状
況
把
握
と

対
応
策
の
検
討
を
進
め
る
方
針
で
す
。

対
応
策
の
検
討
を
進
め
る
方
針
で
す
。

肥
料
、
燃
油
、
農
薬
、
ビ
ニ
ー
ル

肥
料
、
燃
油
、
農
薬
、
ビ
ニ
ー
ル

資
材
等
の
価
格
上
昇
に
対
し
て

資
材
等
の
価
格
上
昇
に
対
し
て

市
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
伺
う
。

市
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
資
材
価
格

【
環
境
経
済
部
長
】
資
材
価
格

の
上
昇
は
、
世
界
的
な
エ
ネ
ル

の
上
昇
は
、
世
界
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
騰
や
輸
入
依
存
、
中
東
情
勢
の

ギ
ー
高
騰
や
輸
入
依
存
、
中
東
情
勢
の

不
安
定
化
が
影
響
し
て
い
る
と
認
識
し

不
安
定
化
が
影
響
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
国
は
必
要
量
を
確
保
し
つ
つ

て
い
ま
す
。
国
は
必
要
量
を
確
保
し
つ
つ

流
通
の
問
題
に
対
応
し
て
お
り
、
市
も

流
通
の
問
題
に
対
応
し
て
お
り
、
市
も

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

国
は
資
材
は
足
り
て
い
る

国
は
資
材
は
足
り
て
い
る

と
し
て
い
る
が
、
現
場
で

と
し
て
い
る
が
、
現
場
で

は
実
態
と
乖
離
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

は
実
態
と
乖
離
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

価
格
高
騰
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
や
県

価
格
高
騰
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
や
県

の
支
援
活
用
状
況
、
市
独
自
の
支
援
策
、

の
支
援
活
用
状
況
、
市
独
自
の
支
援
策
、

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
強
化
の
準
備
に

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
強
化
の
準
備
に

つ
い
て
伺
う
。

つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】国
の
物
価
高

【
環
境
経
済
部
長
】国
の
物
価
高

騰
対
応
交
付
金
を
活
用
し
、
鉾

騰
対
応
交
付
金
を
活
用
し
、
鉾

田
市
で
は
農
業
物
価
高
騰
対
策
（
動
力

田
市
で
は
農
業
物
価
高
騰
対
策
（
動
力

光
熱
費
・
農
薬
衛
生
費
）、
畜
産
向
け
配

光
熱
費
・
農
薬
衛
生
費
）、
畜
産
向
け
配

合
飼
料
価
格
安
定
対
策
、
農
業
水
利
施

合
飼
料
価
格
安
定
対
策
、
農
業
水
利
施

設
の
電
気
料
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

設
の
電
気
料
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
は
小
規
模
農
家
に
限
ら
ず
、
意
欲
あ

市
は
小
規
模
農
家
に
限
ら
ず
、
意
欲
あ

る
生
産
者
へ
の
支
援
に
も
積
極
的
に
取

る
生
産
者
へ
の
支
援
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
方
針
で
す
。

り
組
む
方
針
で
す
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
問
題
な
ど
に
よ

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
問
題
な
ど
に
よ

る
資
材
不
足
が
深
刻
化
し
た
場

る
資
材
不
足
が
深
刻
化
し
た
場

合
、
市
の
危
機
管
理
対
応
を
伺
う
。

合
、
市
の
危
機
管
理
対
応
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】市
で
は
国
際

【
環
境
経
済
部
長
】市
で
は
国
際

情
勢
に
よ
る
物
価
高
騰
や
資
材

情
勢
に
よ
る
物
価
高
騰
や
資
材

不
足
が
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

不
足
が
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
国
の
支
援
策
の

と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
国
の
支
援
策
の

情
報
提
供
を
通
じ
て
農
業
の
安
定
化
を

情
報
提
供
を
通
じ
て
農
業
の
安
定
化
を

図
り
、
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
柔
軟

図
り
、
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
方
針
で
す
。

に
対
応
し
て
い
く
方
針
で
す
。

台
風
６
号
で
ビ
ニ
ー
ル
資

台
風
６
号
で
ビ
ニ
ー
ル
資

材
の
被
害
と
供
給
遅
延
が

材
の
被
害
と
供
給
遅
延
が

発
生
し
て
い
る
が
、
国
や
県
に
対
す
る

発
生
し
て
い
る
が
、
国
や
県
に
対
す
る

支
援
要
望
や
対
応
方
針
に
つ
い
て
の
考

支
援
要
望
や
対
応
方
針
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

え
を
伺
う
。

【
市
長
】国
は
資
材
の
必
要
量
は

【
市
長
】国
は
資
材
の
必
要
量
は

確
保
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す

確
保
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
鉾
田
市
の
大
規
模
農
業
生
産
が
滞

が
、
鉾
田
市
の
大
規
模
農
業
生
産
が
滞

る
と
首
都
圏
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、

る
と
首
都
圏
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、

市
は
国
や
県
に
対
し
支
援
要
望
を
続
け

市
は
国
や
県
に
対
し
支
援
要
望
を
続
け

て
い
く
方
針
で
す
。

て
い
く
方
針
で
す
。

鉾
田
市
の
農
業
は
日
本
の

鉾
田
市
の
農
業
は
日
本
の

食
を
支
え
る
大
切
な
産
業

食
を
支
え
る
大
切
な
産
業

で
あ
る
が
、
肥
料
や
燃
油
な
ど
の
物
価

で
あ
る
が
、
肥
料
や
燃
油
な
ど
の
物
価

上
昇
や
資
材
不
足
の
不
安
が
経
営
に
影

上
昇
や
資
材
不
足
の
不
安
が
経
営
に
影

響
し
て
い
る
。
問
題
発
生
後
で
は
な
く

響
し
て
い
る
。
問
題
発
生
後
で
は
な
く

事
前
の
危
機
管
理
が
必
要
で
、
市
は
Ｊ

事
前
の
危
機
管
理
が
必
要
で
、
市
は
Ｊ

Ａ
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
家
へ
の

Ａ
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
家
へ
の

情
報
提
供
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

情
報
提
供
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

国
や
県
に
安
定
供
給
と
支
援
を
強
く
要

国
や
県
に
安
定
供
給
と
支
援
を
強
く
要

望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問
　
関
根 

正
史 

議
員
　
／
　
高
野
　
衛 

議
員

答答答

答答答

答答

答答

答

問

問

問

問問

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

関根 正史

高野　衛

意
見

意
見

再
質
問

再
質
問
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人
口
減
少
や
少
子
化
が

人
口
減
少
や
少
子
化
が

進
行
す
る
中
、
若
年
層

進
行
す
る
中
、
若
年
層

の
定
住
促
進
と
将
来
の
出
生
数

の
定
住
促
進
と
将
来
の
出
生
数

確
保
に
向
け
た
結
婚
支
援
施
策

確
保
に
向
け
た
結
婚
支
援
施
策

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
現
在
実

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
現
在
実

施
し
て
い
る
事
業
の
成
果
と
課

施
し
て
い
る
事
業
の
成
果
と
課

題
、
お
よ
び
今
後
の
方
向
性
に
つ

題
、
お
よ
び
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う
。

い
て
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
令
和

【
政
策
企
画
部
長
】
令
和

７
年
度
の
成
果
と
し
て
、

７
年
度
の
成
果
と
し
て
、

「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
が

「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
が
1010

件
、「
結
婚
支
援
事
業
補
助
金
」で

件
、「
結
婚
支
援
事
業
補
助
金
」で

は
イ
ベ
ン
ト
を
年

は
イ
ベ
ン
ト
を
年
33
回
開
催
し

回
開
催
し
1111

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。
ま

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。
ま

た
「
結
婚
支
援
団
体
等
加
入
助
成

た
「
結
婚
支
援
団
体
等
加
入
助
成

金
」
は
２
件
で
あ
っ
た
。
課
題
と

金
」
は
２
件
で
あ
っ
た
。
課
題
と

し
て
は
、
新
生
活
支
援
の
申
請

し
て
は
、
新
生
活
支
援
の
申
請

手
続
き
の
分
か
り
や
す
さ
や
、
各

手
続
き
の
分
か
り
や
す
さ
や
、
各

事
業
の
制
度
利
用
促
進
に
向
け

事
業
の
制
度
利
用
促
進
に
向
け

た
周
知
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
確

た
周
知
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
確

保
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
は

保
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
は

ニ
ー
ズ
を
検
証
し
、
関
係
機
関
と

ニ
ー
ズ
を
検
証
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
効
果
的
な
支
援

連
携
し
な
が
ら
効
果
的
な
支
援

を
推
進
し
て
い
く
。　

を
推
進
し
て
い
く
。　

イ
ベ
ン
ト
実
施
団

イ
ベ
ン
ト
実
施
団

体
へ
の
支
援
に
つ
い

体
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
参
加
費
設
定
な
ど
の
制
約
が

て
、
参
加
費
設
定
な
ど
の
制
約
が

強
す
ぎ
る
と
民
間
の
自
由
度
や

強
す
ぎ
る
と
民
間
の
自
由
度
や

魅
力
が
失
わ
れ
る
懸
念
も
あ
る
。

魅
力
が
失
わ
れ
る
懸
念
も
あ
る
。

団
体
側
が
柔
軟
に
企
画
運
営
し
、

団
体
側
が
柔
軟
に
企
画
運
営
し
、

将
来
的
に
は
自
立
・
継
続
し
て

将
来
的
に
は
自
立
・
継
続
し
て

い
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

い
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
政
策
企
画
部
長
】参
加
し

【
政
策
企
画
部
長
】参
加
し

や
す
さ
の
確
保
と
事
業
効

や
す
さ
の
確
保
と
事
業
効

つ
い
て
伺
う
。

つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】国
の
物
価
高

【
環
境
経
済
部
長
】国
の
物
価
高

騰
対
応
交
付
金
を
活
用
し
、
鉾

騰
対
応
交
付
金
を
活
用
し
、
鉾

田
市
で
は
農
業
物
価
高
騰
対
策
（
動
力

田
市
で
は
農
業
物
価
高
騰
対
策
（
動
力

光
熱
費
・
農
薬
衛
生
費
）、
畜
産
向
け
配

光
熱
費
・
農
薬
衛
生
費
）、
畜
産
向
け
配

合
飼
料
価
格
安
定
対
策
、
農
業
水
利
施

合
飼
料
価
格
安
定
対
策
、
農
業
水
利
施

設
の
電
気
料
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

設
の
電
気
料
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
は
小
規
模
農
家
に
限
ら
ず
、
意
欲
あ

市
は
小
規
模
農
家
に
限
ら
ず
、
意
欲
あ

る
生
産
者
へ
の
支
援
に
も
積
極
的
に
取

る
生
産
者
へ
の
支
援
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
方
針
で
す
。

り
組
む
方
針
で
す
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
問
題
な
ど
に
よ

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
問
題
な
ど
に
よ

る
資
材
不
足
が
深
刻
化
し
た
場

る
資
材
不
足
が
深
刻
化
し
た
場

合
、
市
の
危
機
管
理
対
応
を
伺
う
。

合
、
市
の
危
機
管
理
対
応
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】市
で
は
国
際

【
環
境
経
済
部
長
】市
で
は
国
際

情
勢
に
よ
る
物
価
高
騰
や
資
材

情
勢
に
よ
る
物
価
高
騰
や
資
材

不
足
が
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

不
足
が
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
国
の
支
援
策
の

と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
国
の
支
援
策
の

情
報
提
供
を
通
じ
て
農
業
の
安
定
化
を

情
報
提
供
を
通
じ
て
農
業
の
安
定
化
を

図
り
、
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
柔
軟

図
り
、
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
方
針
で
す
。

に
対
応
し
て
い
く
方
針
で
す
。

台
風
６
号
で
ビ
ニ
ー
ル
資

台
風
６
号
で
ビ
ニ
ー
ル
資

材
の
被
害
と
供
給
遅
延
が

材
の
被
害
と
供
給
遅
延
が

発
生
し
て
い
る
が
、
国
や
県
に
対
す
る

発
生
し
て
い
る
が
、
国
や
県
に
対
す
る

支
援
要
望
や
対
応
方
針
に
つ
い
て
の
考

支
援
要
望
や
対
応
方
針
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

え
を
伺
う
。

【
市
長
】国
は
資
材
の
必
要
量
は

【
市
長
】国
は
資
材
の
必
要
量
は

確
保
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す

確
保
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
鉾
田
市
の
大
規
模
農
業
生
産
が
滞

が
、
鉾
田
市
の
大
規
模
農
業
生
産
が
滞

る
と
首
都
圏
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、

る
と
首
都
圏
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、

市
は
国
や
県
に
対
し
支
援
要
望
を
続
け

市
は
国
や
県
に
対
し
支
援
要
望
を
続
け

て
い
く
方
針
で
す
。

て
い
く
方
針
で
す
。

鉾
田
市
の
農
業
は
日
本
の

鉾
田
市
の
農
業
は
日
本
の

食
を
支
え
る
大
切
な
産
業

食
を
支
え
る
大
切
な
産
業

で
あ
る
が
、
肥
料
や
燃
油
な
ど
の
物
価

で
あ
る
が
、
肥
料
や
燃
油
な
ど
の
物
価

上
昇
や
資
材
不
足
の
不
安
が
経
営
に
影

上
昇
や
資
材
不
足
の
不
安
が
経
営
に
影

響
し
て
い
る
。
問
題
発
生
後
で
は
な
く

響
し
て
い
る
。
問
題
発
生
後
で
は
な
く

事
前
の
危
機
管
理
が
必
要
で
、
市
は
Ｊ

事
前
の
危
機
管
理
が
必
要
で
、
市
は
Ｊ

Ａ
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
家
へ
の

Ａ
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
家
へ
の

情
報
提
供
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

情
報
提
供
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

国
や
県
に
安
定
供
給
と
支
援
を
強
く
要

国
や
県
に
安
定
供
給
と
支
援
を
強
く
要

望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

果
の
両
立
が
重
要
で
あ
る
。
今
後

果
の
両
立
が
重
要
で
あ
る
。
今
後

は
実
施
団
体
の
意
見
も
伺
い
な
が

は
実
施
団
体
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
事
業
と
な
る
よ
う

ら
、
よ
り
よ
い
事
業
と
な
る
よ
う

協
議
を
進
め
、
将
来
的
に
は
自
立

協
議
を
進
め
、
将
来
的
に
は
自
立

的
・
継
続
的
な
事
業
運
営
に
繋
が

的
・
継
続
的
な
事
業
運
営
に
繋
が

る
よ
う
目
指
し
て
い
き
た
い
。

る
よ
う
目
指
し
て
い
き
た
い
。

経
済
的
な
理
由
で
結
婚

経
済
的
な
理
由
で
結
婚

に
踏
み
切
れ
な
い
層
へ

に
踏
み
切
れ
な
い
層
へ

適
正
に
情
報
が
届
く
よ
う
、「
結

適
正
に
情
報
が
届
く
よ
う
、「
結

婚
新
生
活
支
援
補
助
金
」
の
周
知

婚
新
生
活
支
援
補
助
金
」
の
周
知

を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ

を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
現
在

【
政
策
企
画
部
長
】
現
在

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
、
婚
姻
届
提
出
時
の
窓
口

報
紙
、
婚
姻
届
提
出
時
の
窓
口

案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
本
制

案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
本
制

度
が
結
婚
を
希
望
す
る
方
々
の
後

度
が
結
婚
を
希
望
す
る
方
々
の
後

押
し
と
な
る
よ
う
、
経
済
的
不
安

押
し
と
な
る
よ
う
、
経
済
的
不
安

を
抱
え
る
方
を
含
め
、
必
要
な
方

を
抱
え
る
方
を
含
め
、
必
要
な
方

へ
適
切
に
情
報
が
届
く
よ
う
庁
内

へ
適
切
に
情
報
が
届
く
よ
う
庁
内

連
携
を
強
化
し
、
分
か
り
や
す
い

連
携
を
強
化
し
、
分
か
り
や
す
い

周
知
に
努
め
て
い
く
。　

周
知
に
努
め
て
い
く
。　

若
者
が
参
加
し
や
す

若
者
が
参
加
し
や
す

い
よ
う
、
市
の
観
光

い
よ
う
、
市
の
観
光

資
源
と
連
携
し
た
婚
活
事
業
な

資
源
と
連
携
し
た
婚
活
事
業
な

ど
の
研
究
も
要
望
す
る
。
少
子

ど
の
研
究
も
要
望
す
る
。
少
子

化
対
策
は
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
で
終

化
対
策
は
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
で
終

わ
ら
せ
ず
、
若
い
世
代
が
将
来

わ
ら
せ
ず
、
若
い
世
代
が
将
来

に
希
望
を
持
っ
て
鉾
田
市
に
住
み

に
希
望
を
持
っ
て
鉾
田
市
に
住
み

続
け
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

続
け
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
「
切
れ
目
の
な
い
環
境
づ
く
り
」

る
「
切
れ
目
の
な
い
環
境
づ
く
り
」

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
定
住
・

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
定
住
・

子
育
て
支
援
ま
で
含
め
た
実
効

子
育
て
支
援
ま
で
含
め
た
実
効

性
の
あ
る
総
合
政
策
と
し
て
の

性
の
あ
る
総
合
政
策
と
し
て
の

力
強
い
推
進
を
期
待
す
る
。

力
強
い
推
進
を
期
待
す
る
。

答答

答

問

問

再
質
問

一
般
質
問
　
久
保
田 

豊 

議
員
　
／
　
亀
山
　
彰 

議
員

少子化対策を見据えた結婚支援のあり方は

インフラ整備で地域の安全と一体化を

１
級
河
川
大
谷
川
は

１
級
河
川
大
谷
川
は

土
砂
の
堆
積
に
よ
り

土
砂
の
堆
積
に
よ
り

川
幅
が
著
し
く
狭
隘
化
し
、

川
幅
が
著
し
く
狭
隘
化
し
、

ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
る
と
生

ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
る
と
生

活
道
路
の
水
没
や
水
田
の
あ

活
道
路
の
水
没
や
水
田
の
あ

ぜ
崩
壊
な
ど
、
下
流
域
の
市

ぜ
崩
壊
な
ど
、
下
流
域
の
市

民
は
長
年
苦
慮
し
て
い
る
。

民
は
長
年
苦
慮
し
て
い
る
。

現
状
の
認
識
と
今
後
の
茨
城

現
状
の
認
識
と
今
後
の
茨
城

県
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
伺

県
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
大
洗
町
が
管
理

う
。
ま
た
、
大
洗
町
が
管
理

す
る
水
門
の
適
切
な
開
閉
運

す
る
水
門
の
適
切
な
開
閉
運

用
を
県
や
管
理
者
に
要
請
す

用
を
県
や
管
理
者
に
要
請
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
建
設
部
長
】
大
谷
川

【
建
設
部
長
】
大
谷
川

流
域
の
水
害
は
農
作

流
域
の
水
害
は
農
作

物
や
地
域
交
通
へ
影
響
を
与

物
や
地
域
交
通
へ
影
響
を
与

え
て
お
り
、
対
策
が
必
要
だ
と

え
て
お
り
、
対
策
が
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
県
に
確
認
し

認
識
し
て
い
る
。
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
令
和
８
年
度
に
河

た
と
こ
ろ
、
令
和
８
年
度
に
河

口
付
近
の
重
点
的
な
現
場
状

口
付
近
の
重
点
的
な
現
場
状

況
調
査
を
実
施
し
、
対
応
策

況
調
査
を
実
施
し
、
対
応
策

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
市
と
し
て
も
水
害
を
抑
制

た
。
市
と
し
て
も
水
害
を
抑
制

で
き
る
よ
う
県
へ
強
く
要
望
し

で
き
る
よ
う
県
へ
強
く
要
望
し

て
い
く
。
水
門
の
管
理
に
関
し

て
い
く
。
水
門
の
管
理
に
関
し

て
は
地
元
水
利
組
合
の
利
用

て
は
地
元
水
利
組
合
の
利
用

実
態
を
把
握
で
き
て
い
な
い
の

実
態
を
把
握
で
き
て
い
な
い
の

が
実
情
だ
が
、
令
和
８
年
度

が
実
情
だ
が
、
令
和
８
年
度

の
県
の
調
査
情
報
を
基
に
実

の
県
の
調
査
情
報
を
基
に
実

態
を
把
握
し
、
本
市
か
ら
開

態
を
把
握
し
、
本
市
か
ら
開

閉
管
理
等
の
依
頼
が
で
き
る

閉
管
理
等
の
依
頼
が
で
き
る

か
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

か
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

県
道
県
道
114114
号
の
造
谷
地

号
の
造
谷
地

区
か
ら
下
太
田
箕
輪

区
か
ら
下
太
田
箕
輪

地
区
の
間
は
、
合
併
特
例
債

地
区
の
間
は
、
合
併
特
例
債

事
業
計
画
か
ら
外
さ
れ
て
以

事
業
計
画
か
ら
外
さ
れ
て
以

来
、
未
整
備
の
ま
ま
で
あ
る
。

来
、
未
整
備
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
区
間
は
旭
地
区
か
ら
大

こ
の
区
間
は
旭
地
区
か
ら
大

洋
地
区
ま
で
を
繋
ぐ
「
鉾
田
市

洋
地
区
ま
で
を
繋
ぐ
「
鉾
田
市

の
背
骨
」
と
な
る
重
要
な
幹
線

の
背
骨
」
と
な
る
重
要
な
幹
線

道
路
だ
。
狭
隘
な
現
状
を
市

道
路
だ
。
狭
隘
な
現
状
を
市

長
は
ど
う
受
け
止
め
、
今
後

長
は
ど
う
受
け
止
め
、
今
後

ど
う
整
備
を
進
め
る
の
か
伺

ど
う
整
備
を
進
め
る
の
か
伺

う
。
う
。

【
建
設
部
長
】
用
地
取

【
建
設
部
長
】
用
地
取

得
の
難
航
や
事
業
費

得
の
難
航
や
事
業
費

の
膨
ら
み
か
ら
合
併
特
例
債

の
膨
ら
み
か
ら
合
併
特
例
債

事
業
か
ら
は
外
れ
た
が
、
現
在

事
業
か
ら
は
外
れ
た
が
、
現
在

は
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
県
に

は
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
県
に

対
し
て
整
備
要
望
を
行
っ
て
い

対
し
て
整
備
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
時
期
を
見
極
め
、

る
。
今
後
も
時
期
を
見
極
め
、

再
度
要
望
し
て
い
く
。

再
度
要
望
し
て
い
く
。

【
市
長
】
私
も
毎
日
通
っ
て
お

【
市
長
】
私
も
毎
日
通
っ
て
お

り
、
な
ぜ
広
が
ら
な
い
の
か

り
、
な
ぜ
広
が
ら
な
い
の
か

と
い
う
疑
問
は
日
々
抱
い
て
い

と
い
う
疑
問
は
日
々
抱
い
て
い

る
。
従
来
の
合
併
時
の
約
束
の

る
。
従
来
の
合
併
時
の
約
束
の

１
つ
で
も
あ
る
た
め
、
道
路
の

１
つ
で
も
あ
る
た
め
、
道
路
の

法
線（
ル
ー
ト
）変
更
の
可
能
性

法
線（
ル
ー
ト
）変
更
の
可
能
性

も
含
め
、
一
刻
も
早
く
整
備
さ

も
含
め
、
一
刻
も
早
く
整
備
さ

れ
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
な

れ
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
な

が
ら
県
に
強
く
働
き
か
け
て

が
ら
県
に
強
く
働
き
か
け
て

ま
い
り
た
い
。

ま
い
り
た
い
。

答

答

問

問

久保田 豊

亀山　彰

提
言



1010

一
般
質
問
　
土
子 

勝
也
　
議
員
　
／
　
鬼
澤 

治
男
　
議
員

高速道路の開通を機に企業誘致の促進を

自
主
財
源
の
確
保
や
地
域
活

自
主
財
源
の
確
保
や
地
域
活

性
化
に
向
け
、
市
内
工
業
団

性
化
に
向
け
、
市
内
工
業
団

地
の
企
業
誘
致
の
実
績
と
現
状
を
伺

地
の
企
業
誘
致
の
実
績
と
現
状
を
伺

う
。
行
方
市
と
ま
た
が
る
「
上
山
鉾
田

う
。
行
方
市
と
ま
た
が
る
「
上
山
鉾
田

工
業
団
地
」
に
お
け
る
本
市
の
誘
致
実

工
業
団
地
」
に
お
け
る
本
市
の
誘
致
実

績
は
ど
う
か
。
ま
た
、
未
造
成
の
ま

績
は
ど
う
か
。
ま
た
、
未
造
成
の
ま

ま
遊
休
地
化
し
て
い
る
約

ま
遊
休
地
化
し
て
い
る
約
4646
・
４
ヘ

・
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約

ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
1010
個
分
）

個
分
）

の
「
鉾
田
西
部
工
業
団
地
」
の
今
後
の

の
「
鉾
田
西
部
工
業
団
地
」
の
今
後
の

在
り
方
や
、
こ
れ
ま
で
の
県
へ
の
要
望

在
り
方
や
、
こ
れ
ま
で
の
県
へ
の
要
望

経
緯
を
問
う
。

経
緯
を
問
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】上
山
鉾
田

【
政
策
企
画
部
長
】上
山
鉾
田

工
業
団
地
は
全
体

工
業
団
地
は
全
体
1212
区
画
区
画

の
う
ち
本
市
管
轄
は

の
う
ち
本
市
管
轄
は
11
区
画
で
あ
り
、

区
画
で
あ
り
、

昭
和
昭
和
5858
年
に
操
業
を
開
始
し
た
の
ち
、

年
に
操
業
を
開
始
し
た
の
ち
、

現
在
は
民
間
企
業
が
所
有
し
関
連
企

現
在
は
民
間
企
業
が
所
有
し
関
連
企

業
等
が
操
業
し
て
い
る
。

業
等
が
操
業
し
て
い
る
。

　
鉾
田
西
部
工
業
団
地（
青
柳
地
区
・

　
鉾
田
西
部
工
業
団
地（
青
柳
地
区
・

県
所
管
）
は
現
在
未
造
成
だ
が
、
令

県
所
管
）
は
現
在
未
造
成
だ
が
、
令

和和
33
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
数

年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
数

回
、
県
へ
造
成
要
望
を
行
っ
て
き
た

回
、
県
へ
造
成
要
望
を
行
っ
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
今
後
、
東
関
東
自
動

経
緯
が
あ
る
。
今
後
、
東
関
東
自
動

車
道
水
戸
線
の
全
線
開
通
を
控
え
工

車
道
水
戸
線
の
全
線
開
通
を
控
え
工

場
立
地
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想

場
立
地
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
県
へ
造
成

さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
県
へ
造
成

要
望
を
行
う
と
と
も
に
誘
致
に
向
け

要
望
を
行
う
と
と
も
に
誘
致
に
向
け

た
連
携
を
図
る
。

た
連
携
を
図
る
。

鉾
田
西
部
工
業
団
地
は
鉾
田

鉾
田
西
部
工
業
団
地
は
鉾
田

Ｉ
Ｃ
か
ら
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
か
ら
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
近
く
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ル
と
近
く
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
に
よ
る
輸
送
利
便
性
は
極
め
て

形
成
に
よ
る
輸
送
利
便
性
は
極
め
て

高
い
。
本
市
の
農
産
物
を
生
か
し
た

高
い
。
本
市
の
農
産
物
を
生
か
し
た

加
工
工
場
や
物
流
倉
庫
な
ど
、
地
域

加
工
工
場
や
物
流
倉
庫
な
ど
、
地
域

性
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
を
進
め
る

性
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
を
進
め
る

べ
き
だ
。

べ
き
だ
。

　

ま
た
、
本
市
側
の
費
用
負
担
が
な

　

ま
た
、
本
市
側
の
費
用
負
担
が
な

い
中
、
誘
致
実
績
で
全
国
ト
ッ
プ
ク

い
中
、
誘
致
実
績
で
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
「
公
益
財
団
法
人
茨
城
県
開
発

ラ
ス
の
「
公
益
財
団
法
人
茨
城
県
開
発

公
社
」
は
ま
さ
に
相
談
す
べ
き
専
門
家

公
社
」
は
ま
さ
に
相
談
す
べ
き
専
門
家

で
あ
る
。
同
公
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実

で
あ
る
。
同
公
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実

績
を
借
り
て
県
と
連
携
し
、
広
く
公

績
を
借
り
て
県
と
連
携
し
、
広
く
公

募
や
営
業
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

募
や
営
業
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

【
政
策
企
画
部
長
】東
関
道
の

【
政
策
企
画
部
長
】東
関
道
の

全
線
開
通
は
首
都
圏
や
港

全
線
開
通
は
首
都
圏
や
港

湾
・
空
港
へ
の
利
便
性
を
飛
躍
的
に
高

湾
・
空
港
へ
の
利
便
性
を
飛
躍
的
に
高

め
る
た
め
、
立
地
的
優
位
性
を
生
か
し

め
る
た
め
、
立
地
的
優
位
性
を
生
か
し

た
雇
用
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
努
め

た
雇
用
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
努
め

る
。
同
団
地
は
茨
城
県
が
事
業
主
体

る
。
同
団
地
は
茨
城
県
が
事
業
主
体

で
あ
る
た
め
市
の
費
用
負
担
は
な
い
。

で
あ
る
た
め
市
の
費
用
負
担
は
な
い
。

茨
城
県
開
発
公
社
が
多
数
の
誘
致
ノ

茨
城
県
開
発
公
社
が
多
数
の
誘
致
ノ

ウ
ハ
ウ
や
高
い
実
績
を
持
っ
て
い
る
こ

ウ
ハ
ウ
や
高
い
実
績
を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
お
り
、
同
公
社
と
の
連

と
は
認
識
し
て
お
り
、
同
公
社
と
の
連

携
も
含
め
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
誘

携
も
含
め
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
誘

致
活
動
に
つ
い
て
県
へ
働
き
か
け
、
緊

致
活
動
に
つ
い
て
県
へ
働
き
か
け
、
緊

密
に
相
談
し
て
ま
い
り
た
い
。

密
に
相
談
し
て
ま
い
り
た
い
。

企
業
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

企
業
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
雇
用
創
出
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

て
雇
用
創
出
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
の
促
進
）
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

ン
の
促
進
）
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
市
へ
の
税

果
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
市
へ
の
税

収
増
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が

収
増
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が

見
込
め
る
か
伺
う
。

見
込
め
る
か
伺
う
。

【
市
民
部
長
】企
業
立
地
に
よ

【
市
民
部
長
】企
業
立
地
に
よ

る
税
収
増
は
、
主
に
①
固
定

る
税
収
増
は
、
主
に
①
固
定

資
産
税
、
②
法
人
住
民
税
、
③
個
人

資
産
税
、
②
法
人
住
民
税
、
③
個
人

住
民
税
の

住
民
税
の
33
つ
が
柱
と
な
る
。
大
規

つ
が
柱
と
な
る
。
大
規

模
な
工
場
建
設
や
機
械
設
備
の
導
入

模
な
工
場
建
設
や
機
械
設
備
の
導
入

に
伴
う
「
固
定
資
産
税
」
は
中
長
期
的

に
伴
う
「
固
定
資
産
税
」
は
中
長
期
的

に
安
定
し
た
重
要
財
源
と
な
る
。ま
た
、

に
安
定
し
た
重
要
財
源
と
な
る
。ま
た
、

企
業
の
利
益
や
規
模
に
応
じ
た
「
法
人

企
業
の
利
益
や
規
模
に
応
じ
た
「
法
人

住
民
税
」
に
加
え
、
雇
用
の
創
出
に
よ

住
民
税
」
に
加
え
、
雇
用
の
創
出
に
よ

り
市
内
在
住
者
が
就
業
・
転
入
す
る

り
市
内
在
住
者
が
就
業
・
転
入
す
る

こ
と
で「
個
人
住
民
税
」の
増
収
と
い
う

こ
と
で「
個
人
住
民
税
」の
増
収
と
い
う

波
及
効
果
も
見
込
め
る
。
こ
れ
ら
多

波
及
効
果
も
見
込
め
る
。
こ
れ
ら
多

面
的
な
税
収
効
果
に
よ
り
本
市
の
財

面
的
な
税
収
効
果
に
よ
り
本
市
の
財

政
基
盤
を
強
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

政
基
盤
を
強
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

充
実
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

答

答答

問

問

問

鬼澤 治男

物価高騰から市民生活と基幹産業を守る支援を

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
材
価
格

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
材
価
格

の
高
騰
が
農
業
経
営
を
圧

の
高
騰
が
農
業
経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
。
現
在
実
施
中
の
物

迫
し
て
い
る
。
現
在
実
施
中
の
物

価
高
騰
対
策
事
業
（
５
月

価
高
騰
対
策
事
業
（
５
月
1818
日
～
８

日
～
８

月月
3131
日
申
請
受
付
）
の
進
捗
と
周
知

日
申
請
受
付
）
の
進
捗
と
周
知

状
況
、
今
後
の
追
加
支
援
へ
の
考

状
況
、
今
後
の
追
加
支
援
へ
の
考

え
を
伺
う
。
ま
た
、
支
援
額
の
基

え
を
伺
う
。
ま
た
、
支
援
額
の
基

準
が
「
動
力
光
熱
費
・
農
薬
衛
生
費

準
が
「
動
力
光
熱
費
・
農
薬
衛
生
費

１
０
０
万
円
以
上
」
か
ら
と
な
っ
て

１
０
０
万
円
以
上
」
か
ら
と
な
っ
て

い
る
が
、
１
０
０
万
円
未
満
の
小

い
る
が
、
１
０
０
万
円
未
満
の
小

規
模
農
家
を
対
象
外
と
し
た
理
由

規
模
農
家
を
対
象
外
と
し
た
理
由

は
何
か
。
基
幹
産
業
を
う
た
い
な

は
何
か
。
基
幹
産
業
を
う
た
い
な

が
ら
小
さ
な
農
家
を
見
捨
て
る
べ

が
ら
小
さ
な
農
家
を
見
捨
て
る
べ

き
で
は
な
い
。

き
で
は
な
い
。

【
環
境
経
済
部
長
】
農
業
物

【
環
境
経
済
部
長
】
農
業
物

価
高
騰
対
策
は
国
の
臨
時

価
高
騰
対
策
は
国
の
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、
動
力
光
熱
費

交
付
金
を
活
用
し
、
動
力
光
熱
費

や
農
薬
衛
生
費
を
対
象
に

や
農
薬
衛
生
費
を
対
象
に
33
区
分
区
分

（
５
万
～

（
５
万
～
2020
万
円
）
で
支
給
し
て
い

万
円
）
で
支
給
し
て
い

る
。
進
捗
は
想
定
件
数
８
０
０
件
に

る
。
進
捗
は
想
定
件
数
８
０
０
件
に

対
し
現
在
約
２
０
０
件
で
あ
り
、
申

対
し
現
在
約
２
０
０
件
で
あ
り
、
申

請
漏
れ
が
な
い
よ
う
Ｈ
Ｐ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

請
漏
れ
が
な
い
よ
う
Ｈ
Ｐ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
加
え
、
追
加
の
周
知
を
図
る
。

Ｅ
に
加
え
、
追
加
の
周
知
を
図
る
。

　

１
０
０
万
円
未
満
を
対
象
外
と

　

１
０
０
万
円
未
満
を
対
象
外
と

し
た
の
は
、
過
去
の
実
績
や
申
告

し
た
の
は
、
過
去
の
実
績
や
申
告

状
況
か
ら
中
核
層
が
５
０
０
万
～

状
況
か
ら
中
核
層
が
５
０
０
万
～

１
０
０
０
万
円
に
多
い
こ
と
、
ま
た

１
０
０
０
万
円
に
多
い
こ
と
、
ま
た

支
援
効
果
が
薄
い
と
判
断
し
た
た

支
援
効
果
が
薄
い
と
判
断
し
た
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
議
員
の
指
摘

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
議
員
の
指
摘

を
踏
ま
え
、
今
後
の
支
援
策
で
は
小

を
踏
ま
え
、
今
後
の
支
援
策
で
は
小

規
模
農
家
へ
の
内
容
も
含
め
検
討

規
模
農
家
へ
の
内
容
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

し
て
い
く
。燃

料
高
に
苦
し
む
市
内
商

燃
料
高
に
苦
し
む
市
内
商

工
業
や
、
こ
れ
ま
で
支
援

工
業
や
、
こ
れ
ま
で
支
援

が
届
き
に
く
か
っ
た
物
流
事
業
者

が
届
き
に
く
か
っ
た
物
流
事
業
者

へ
の
支
援
策
の
現
状
を
伺
う
。
ま

へ
の
支
援
策
の
現
状
を
伺
う
。
ま

た
、
大
規
模
農
家
の
ト
ラ
ク
タ
ー

た
、
大
規
模
農
家
の
ト
ラ
ク
タ
ー

等
に
必
要
な
「
ア
ド
ブ
ル
ー
（
高
品

等
に
必
要
な
「
ア
ド
ブ
ル
ー
（
高
品

位
尿
素
水
）」や
オ
イ
ル
・
タ
イ
ヤ
な

位
尿
素
水
）」や
オ
イ
ル
・
タ
イ
ヤ
な

ど
の
生
産
資
材
不
足
・
高
騰
に
対

ど
の
生
産
資
材
不
足
・
高
騰
に
対

し
て
も
、
農
業
を
支
え
る
関
連
産

し
て
も
、
農
業
を
支
え
る
関
連
産

業
と
し
て
市
は
支
援
を
考
え
る
べ

業
と
し
て
市
は
支
援
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

き
で
は
な
い
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
国
の
交

【
環
境
経
済
部
長
】
国
の
交

付
金
を
活
用
し
、
①
光
熱

付
金
を
活
用
し
、
①
光
熱

費
高
騰
対
策
、
②
生
産
性
向
上
応

費
高
騰
対
策
、
②
生
産
性
向
上
応

援
（
設
備
投
資
上
限

援
（
設
備
投
資
上
限
5050
万
円
）、
③

万
円
）、
③

物
流
事
業
者
経
営
支
援
（
稼
働
台
数

物
流
事
業
者
経
営
支
援
（
稼
働
台
数

に
応
じ
た
支
援
）
の
３
事
業
を
８
月

に
応
じ
た
支
援
）
の
３
事
業
を
８
月

1010
日
を
期
限
に
実
施
中
で
あ
る
。

日
を
期
限
に
実
施
中
で
あ
る
。

　

物
流
や
関
連
産
業
は
本
市
の
農

　

物
流
や
関
連
産
業
は
本
市
の
農

業
生
産
を
成
り
立
つ
た
め
に
非
常
に

業
生
産
を
成
り
立
つ
た
め
に
非
常
に

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

農
林
水
産
省
や
資
材
メ
ー
カ
ー
等

農
林
水
産
省
や
資
材
メ
ー
カ
ー
等

と
の
協
議
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
う

と
の
協
議
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
う

し
た
視
点（
資
材
不
足
対
策
な
ど
）も

し
た
視
点（
資
材
不
足
対
策
な
ど
）も

含
め
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

含
め
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

化
学
肥
料
等
の
原
材
料
は

化
学
肥
料
等
の
原
材
料
は

海
外
依
存
度
が
高
く
、
地

海
外
依
存
度
が
高
く
、
地

政
学
的
リ
ス
ク
に
よ
る
価
格
高
騰

政
学
的
リ
ス
ク
に
よ
る
価
格
高
騰

が
懸
念
さ
れ
る
。
有
機
肥
料
へ
の

が
懸
念
さ
れ
る
。
有
機
肥
料
へ
の

転
換
や
、
個
人
事
業
主
で
は
導
入

転
換
や
、
個
人
事
業
主
で
は
導
入

が
厳
し
い
ス
マ
ー
ト
農
業
（
ド
ロ
ー

が
厳
し
い
ス
マ
ー
ト
農
業
（
ド
ロ
ー

ン
や
自
動
運
転
等
）
に
対
し
、
市
と

ン
や
自
動
運
転
等
）
に
対
し
、
市
と

し
て
中
長
期
的
に
ど
う
バ
ッ
ク
ア
ッ

し
て
中
長
期
的
に
ど
う
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

プ
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
組
織
に

【
環
境
経
済
部
長
】
組
織
に

属
さ
な
い
個
人
農
家
に
対

属
さ
な
い
個
人
農
家
に
対

し
て
は
、
行
政
に
よ
る
環
境
整
備
が

し
て
は
、
行
政
に
よ
る
環
境
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
今
月
中
（
※
令
和
８

必
要
で
あ
る
。
今
月
中
（
※
令
和
８

年
６
月
～
７
月
想
定
）
に
市
長
同
席

年
６
月
～
７
月
想
定
）
に
市
長
同
席

の
も
と
農
林
水
産
省
と
の
協
議
・
意

の
も
と
農
林
水
産
省
と
の
協
議
・
意

見
交
換
を
予
定
し
て
お
り
、
物
価

見
交
換
を
予
定
し
て
お
り
、
物
価

高
騰
対
策
や
ス
マ
ー
ト
農
業
を
は
じ

高
騰
対
策
や
ス
マ
ー
ト
農
業
を
は
じ

め
と
し
た
環
境
整
備
に
つ
い
て
国
の

め
と
し
た
環
境
整
備
に
つ
い
て
国
の

情
報
収
集
や
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

情
報
収
集
や
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

答

答答

問問

問

土子 勝也
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一
般
質
問
　
髙
埜 

栄
治
　
議
員
　
／
　
水
上 

美
智
子
　
議
員

東関東自動車道水戸線鉾田・行方インターチェンジ間開通に向けた施設整備とサイン設置について

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ゲ
ー
ト
及
び

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ゲ
ー
ト
及
び

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
等
の

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
等
の

官
民
一
体
的
な
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

官
民
一
体
的
な
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】
全
線
開
通
を
見
据
え

【
市
長
】
全
線
開
通
を
見
据
え

そ
の
効
果
を
本
市
の
発
展
に

そ
の
効
果
を
本
市
の
発
展
に

繋
げ
て
行
け
る
よ
う
本
市
の
魅
力
発
信

繋
げ
て
行
け
る
よ
う
本
市
の
魅
力
発
信

に
努
め
て
行
き
た
い
。

に
努
め
て
行
き
た
い
。

【
政
策
企
画
部
長
】
東
関
東
自

【
政
策
企
画
部
長
】
東
関
東
自

動
車
道
水
戸
線
の
全
線
開
通

動
車
道
水
戸
線
の
全
線
開
通

は
本
市
の
交
通
利
便
性
向
上
や
交
流
人

は
本
市
の
交
通
利
便
性
向
上
や
交
流
人

口
の
拡
大
な
ど
様
々
な
効
果
が
期
待
で

口
の
拡
大
な
ど
様
々
な
効
果
が
期
待
で

き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
民
間
事

き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
民
間
事

業
者
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な

業
者
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
地
域
の
魅
力
向
上
や
受
入
れ
環
境

が
ら
地
域
の
魅
力
向
上
や
受
入
れ
環
境

の
充
実
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
調
査

の
充
実
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
進
め
る
。

研
究
を
進
め
る
。

鉾
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

鉾
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
に
県
道
を
活
か
し
た
休
憩

近
に
県
道
を
活
か
し
た
休
憩

施
設
・
地
域
連
携
振
興
施
設
及
び
情

施
設
・
地
域
連
携
振
興
施
設
及
び
情

報
発
信
施
設
い
わ
ゆ
る
道
の
駅
機
能

報
発
信
施
設
い
わ
ゆ
る
道
の
駅
機
能

を
持
っ
た
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
逆

を
持
っ
た
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
逆

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
一
般
道
に
沿
っ
て
設

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
一
般
道
に
沿
っ
て
設

置
し
た
休
憩
等
施
設
を
高
速
道
路
利
用

置
し
た
休
憩
等
施
設
を
高
速
道
路
利
用

者
に
も
使
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る

者
に
も
使
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
、
Ｊ
Ａ
・
商
工
会
・
ま
ち
づ
く

も
の
で
、
Ｊ
Ａ
・
商
工
会
・
ま
ち
づ
く

り
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
及
び
デ
ペ
ロ
ッ
パ
ー

り
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
及
び
デ
ペ
ロ
ッ
パ
ー

な
ど
が
参
画
し
官
民
一
体
で
環
境
整
備

な
ど
が
参
画
し
官
民
一
体
で
環
境
整
備

す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

【
市
長
】
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
を
鉾

【
市
長
】
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
を
鉾

田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に

田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に

移
転
す
る
な
ど
の
動
き
が
あ
れ
ば
商
工
会

移
転
す
る
な
ど
の
動
き
が
あ
れ
ば
商
工
会

と
の
協
議
な
ど
し
な
が
ら
整
備
に
向
け
一

と
の
協
議
な
ど
し
な
が
ら
整
備
に
向
け
一

生
懸
命
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

生
懸
命
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長
の
発
言
の
と
お
り

市
長
の
発
言
の
と
お
り

官
民
一
体
そ
し
て
民
間
活

官
民
一
体
そ
し
て
民
間
活

力
の
力
は
大
き
い
。
動
か
な
け
れ
ば
何

力
の
力
は
大
き
い
。
動
か
な
け
れ
ば
何

も
変
わ
ら
な
い
。
ま
ず
、
研
究
協
議
を

も
変
わ
ら
な
い
。
ま
ず
、
研
究
協
議
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
及
び
茨
城

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
及
び
茨
城

県
と
連
携
し
た
茨
城
県
及
び

県
と
連
携
し
た
茨
城
県
及
び

鉾
田
市
施
設
案
内
サ
イ
ン
の
設
置
に

鉾
田
市
施
設
案
内
サ
イ
ン
の
設
置
に

つ
い
て

つ
い
て

【
環
境
経
済
部
長
】本
市
の
Ｐ

【
環
境
経
済
部
長
】本
市
の
Ｐ

Ｒ
及
び
交
流
人
口
の
拡
大

Ｒ
及
び
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
る
上
で
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

を
図
る
上
で
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

鉾
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
複

鉾
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
複

数
の
周
遊
ル
ー
ト
の
設
定
な
ど
来
訪

数
の
周
遊
ル
ー
ト
の
設
定
な
ど
来
訪

者
の
選
択
型
で
市
内
観
光
が
で
き
る

者
の
選
択
型
で
市
内
観
光
が
で
き
る

施
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
行
く
。
サ

施
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
行
く
。
サ

イ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
の
Ｐ
Ｒ
手
段

イ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
の
Ｐ
Ｒ
手
段

と
し
て
、
ま
た
交
流
人
口
拡
大
を
図

と
し
て
、
ま
た
交
流
人
口
拡
大
を
図

る
上
で
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

る
上
で
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

鉾
田
市
は
サ
イ
ン
設
置
に
つ

鉾
田
市
は
サ
イ
ン
設
置
に
つ

い
て
茨
城
県
に
対
し
て
全
く

い
て
茨
城
県
に
対
し
て
全
く

要
望
し
て
こ
な
か
っ
た
。
鉾
田
イ
ン

要
望
し
て
こ
な
か
っ
た
。
鉾
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ら
び
に
行
方
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ら
び
に
行
方
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
県
施
設
で
あ
る

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
県
施
設
で
あ
る

鹿
島
灘
海
浜
公
園
・
鉾
田
西
部
工
業

鹿
島
灘
海
浜
公
園
・
鉾
田
西
部
工
業

団
地
及
び
み
の
わ
水
鳥
公
園
等
の
誘

団
地
及
び
み
の
わ
水
鳥
公
園
等
の
誘

導
サ
イ
ン
が
な
い
こ
と
か
ら
担
当
部

導
サ
イ
ン
が
な
い
こ
と
か
ら
担
当
部

署
の
都
市
計
画
課
・
ま
ち
づ
く
り
推

署
の
都
市
計
画
課
・
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
及
び
生
活
環
境
課
は
連
携
し
て

進
課
及
び
生
活
環
境
課
は
連
携
し
て

県
の
各
担
当
へ
要
望
し
設
置
の
働
き

県
の
各
担
当
へ
要
望
し
設
置
の
働
き

か
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

か
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
出
入
口
サ
イ
ン

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
出
入
口
サ
イ
ン

に
つ
い
て
も
国
の
道
路
標
識
設
置
基

に
つ
い
て
も
国
の
道
路
標
識
設
置
基

準
や
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
の
高
速
道
路

準
や
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
の
高
速
道
路

営
業
規
則
等
に
基
づ
き
協
議
を
進
め

営
業
規
則
等
に
基
づ
き
協
議
を
進
め

連
携
を
図
り
設
置
す
る
考
え
を
伺
う
。

連
携
を
図
り
設
置
す
る
考
え
を
伺
う
。

【
副
市
長
】
ネ
ク
ス
コ
東
日

【
副
市
長
】
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
・
国
土
交
通
省
及
び
茨
城

本
・
国
土
交
通
省
及
び
茨
城

県
と
の
協
議
等
を
念
頭
に
置
き
な
が

県
と
の
協
議
等
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
時
期
・
手
法
で
Ｐ

ら
、
ど
の
よ
う
な
時
期
・
手
法
で
Ｐ

Ｒ
あ
る
い
は
振
興
事
業
を
展
開
し
て

Ｒ
あ
る
い
は
振
興
事
業
を
展
開
し
て

い
く
の
が
効
果
的
か
を
見
極
め
る
こ

い
く
の
が
効
果
的
か
を
見
極
め
る
こ

と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

答答答

答答

問問

問問

髙埜 栄治

提
言

誰もが安心して暮らせるごみ処理体制の構築を

市
で
は
、
集
積
所
ま
で

市
で
は
、
集
積
所
ま
で

ご
み
を
運
ぶ
こ
と
が
困

ご
み
を
運
ぶ
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
や
身
体
に
障
が
い

難
な
高
齢
者
や
身
体
に
障
が
い

を
抱
え
て
い
る
方
を
対
象
に
、

を
抱
え
て
い
る
方
を
対
象
に
、

自
宅
ま
で
直
接
伺
う
「
戸
別
収

自
宅
ま
で
直
接
伺
う
「
戸
別
収

集
（
ご
み
出
し
支
援
）」
を
行
っ

集
（
ご
み
出
し
支
援
）」
を
行
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
利
用
状
況

て
い
る
が
、
現
在
の
利
用
状
況

と
事
業
の
現
状
を
伺
う
。

と
事
業
の
現
状
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】自
力

【
環
境
経
済
部
長
】自
力

排
出
が
困
難
な
独
居
高

排
出
が
困
難
な
独
居
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
を
対
象
と

齢
者
や
障
が
い
者
等
を
対
象
と

し
た
「
高
齢
者
等
ご
み
出
し
支

し
た
「
高
齢
者
等
ご
み
出
し
支

援
事
業
」
は
、
現
在

援
事
業
」
は
、
現
在
7070
世
帯
に

世
帯
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
事

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
事

業
は
単
な
る
ご
み
の
回
収
に
と

業
は
単
な
る
ご
み
の
回
収
に
と

ど
ま
ら
ず
、
収
集
作
業
員
が
直

ど
ま
ら
ず
、
収
集
作
業
員
が
直

接
声
を
か
け
る
こ
と
で
「
対
象

接
声
を
か
け
る
こ
と
で
「
対
象

者
の
安
否
確
認
や
見
守
り
活

者
の
安
否
確
認
や
見
守
り
活

動
」
と
し
て
も
重
要
な
機
能
を

動
」
と
し
て
も
重
要
な
機
能
を

果
た
し
て
お
り
、
利
用
者
か
ら

果
た
し
て
お
り
、
利
用
者
か
ら

も
安
心
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

も
安
心
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
巡
回
時
に
は
道
路

る
。
ま
た
、
巡
回
時
に
は
道
路

上
の
ご
み
拾
い
を
行
う
な
ど
地

上
の
ご
み
拾
い
を
行
う
な
ど
地

域
美
化
に
も
寄
与
し
て
お
り
、

域
美
化
に
も
寄
与
し
て
お
り
、

今
後
の
高
齢
化
に
伴
う
需
要
増

今
後
の
高
齢
化
に
伴
う
需
要
増

を
見
据
え
、
適
切
な
運
用
に
努

を
見
据
え
、
適
切
な
運
用
に
努

め
て
い
く
。

め
て
い
く
。

令
和
令
和
1010
年
４
月
１
日
の

年
４
月
１
日
の

稼
働
に
向
け
て
新
ご
み

稼
働
に
向
け
て
新
ご
み

処
理
施
設
の
整
備
が
進
む
中
、

処
理
施
設
の
整
備
が
進
む
中
、

大
洋
地
区
な
ど
遠
方
の
住
民
か

大
洋
地
区
な
ど
遠
方
の
住
民
か

ら
は
、
現
在
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

ら
は
、
現
在
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
比
べ
て
新
施
設
は
距
離

タ
ー
に
比
べ
て
新
施
設
は
距
離

公
社
」
は
ま
さ
に
相
談
す
べ
き
専
門
家

公
社
」
は
ま
さ
に
相
談
す
べ
き
専
門
家

で
あ
る
。
同
公
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実

で
あ
る
。
同
公
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実

績
を
借
り
て
県
と
連
携
し
、
広
く
公

績
を
借
り
て
県
と
連
携
し
、
広
く
公

募
や
営
業
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

募
や
営
業
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

【
政
策
企
画
部
長
】東
関
道
の

【
政
策
企
画
部
長
】東
関
道
の

全
線
開
通
は
首
都
圏
や
港

全
線
開
通
は
首
都
圏
や
港

湾
・
空
港
へ
の
利
便
性
を
飛
躍
的
に
高

湾
・
空
港
へ
の
利
便
性
を
飛
躍
的
に
高

め
る
た
め
、
立
地
的
優
位
性
を
生
か
し

め
る
た
め
、
立
地
的
優
位
性
を
生
か
し

た
雇
用
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
努
め

た
雇
用
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
努
め

る
。
同
団
地
は
茨
城
県
が
事
業
主
体

る
。
同
団
地
は
茨
城
県
が
事
業
主
体

で
あ
る
た
め
市
の
費
用
負
担
は
な
い
。

で
あ
る
た
め
市
の
費
用
負
担
は
な
い
。

茨
城
県
開
発
公
社
が
多
数
の
誘
致
ノ

茨
城
県
開
発
公
社
が
多
数
の
誘
致
ノ

ウ
ハ
ウ
や
高
い
実
績
を
持
っ
て
い
る
こ

ウ
ハ
ウ
や
高
い
実
績
を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
お
り
、
同
公
社
と
の
連

と
は
認
識
し
て
お
り
、
同
公
社
と
の
連

携
も
含
め
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
誘

携
も
含
め
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
誘

致
活
動
に
つ
い
て
県
へ
働
き
か
け
、
緊

致
活
動
に
つ
い
て
県
へ
働
き
か
け
、
緊

密
に
相
談
し
て
ま
い
り
た
い
。

密
に
相
談
し
て
ま
い
り
た
い
。

企
業
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

企
業
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
雇
用
創
出
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

て
雇
用
創
出
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
の
促
進
）
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

ン
の
促
進
）
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
市
へ
の
税

果
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
市
へ
の
税

収
増
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が

収
増
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が

見
込
め
る
か
伺
う
。

見
込
め
る
か
伺
う
。

【
市
民
部
長
】企
業
立
地
に
よ

【
市
民
部
長
】企
業
立
地
に
よ

る
税
収
増
は
、
主
に
①
固
定

る
税
収
増
は
、
主
に
①
固
定

資
産
税
、
②
法
人
住
民
税
、
③
個
人

資
産
税
、
②
法
人
住
民
税
、
③
個
人

住
民
税
の

住
民
税
の
33
つ
が
柱
と
な
る
。
大
規

つ
が
柱
と
な
る
。
大
規

模
な
工
場
建
設
や
機
械
設
備
の
導
入

模
な
工
場
建
設
や
機
械
設
備
の
導
入

に
伴
う
「
固
定
資
産
税
」
は
中
長
期
的

に
伴
う
「
固
定
資
産
税
」
は
中
長
期
的

に
安
定
し
た
重
要
財
源
と
な
る
。ま
た
、

に
安
定
し
た
重
要
財
源
と
な
る
。ま
た
、

企
業
の
利
益
や
規
模
に
応
じ
た
「
法
人

企
業
の
利
益
や
規
模
に
応
じ
た
「
法
人

住
民
税
」
に
加
え
、
雇
用
の
創
出
に
よ

住
民
税
」
に
加
え
、
雇
用
の
創
出
に
よ

り
市
内
在
住
者
が
就
業
・
転
入
す
る

り
市
内
在
住
者
が
就
業
・
転
入
す
る

こ
と
で「
個
人
住
民
税
」の
増
収
と
い
う

こ
と
で「
個
人
住
民
税
」の
増
収
と
い
う

波
及
効
果
も
見
込
め
る
。
こ
れ
ら
多

波
及
効
果
も
見
込
め
る
。
こ
れ
ら
多

面
的
な
税
収
効
果
に
よ
り
本
市
の
財

面
的
な
税
収
効
果
に
よ
り
本
市
の
財

政
基
盤
を
強
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

政
基
盤
を
強
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

充
実
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

が
遠
く
な
り
、
個
人
の
直
接
持

が
遠
く
な
り
、
個
人
の
直
接
持

ち
込
み
（
個
別
搬
入
）
の
負
担
が

ち
込
み
（
個
別
搬
入
）
の
負
担
が

増
え
る
と
の
懸
念
の
声
が
あ

増
え
る
と
の
懸
念
の
声
が
あ

る
。
市
と
し
て
、
利
便
性
を
維

る
。
市
と
し
て
、
利
便
性
を
維

持
す
る
た
め
の
「
中
間
拠
点
の

持
す
る
た
め
の
「
中
間
拠
点
の

搬
入
場
所
」
な
ど
の
設
置
を
検

搬
入
場
所
」
な
ど
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
か
伺
う
。

討
し
て
い
る
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】遠
方

【
環
境
経
済
部
長
】遠
方

住
民
の
負
担
軽
減
策

住
民
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
、
現
在
は
二
重
作
地
内

と
し
て
、
現
在
は
二
重
作
地
内

に
て
金
属
製
粗
大
ご
み
に
限
っ

に
て
金
属
製
粗
大
ご
み
に
限
っ

た
中
間
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る

た
中
間
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る

が
、
新
施
設
稼
働
に
向
け
て
は

が
、
新
施
設
稼
働
に
向
け
て
は

他
品
目
へ
の
対
応
策
も
検
討
す

他
品
目
へ
の
対
応
策
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

既
存
の
「
鉾
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

既
存
の
「
鉾
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
跡
地
」
の
活
用
も
視
野
に

タ
ー
跡
地
」
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
つ
つ
、
他
自
治
体
の
先
進

入
れ
つ
つ
、
他
自
治
体
の
先
進

事
例
を
調
査
し
て
い
る
。
今
後

事
例
を
調
査
し
て
い
る
。
今
後

は
粗
大
ご
み
以
外
の
集
積
所
回

は
粗
大
ご
み
以
外
の
集
積
所
回

収
品
目
に
つ
い
て
、
地
域
に
集

収
品
目
に
つ
い
て
、
地
域
に
集

積
所
を
設
け
る
方
向
性
も
含

積
所
を
設
け
る
方
向
性
も
含

め
、
市
民
の
利
便
性
が
維
持
で

め
、
市
民
の
利
便
性
が
維
持
で

き
る
最
適
な
手
法
を
慎
重
に
検

き
る
最
適
な
手
法
を
慎
重
に
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。　

討
し
て
ま
い
り
た
い
。　

答

答

問問

水上 美智子



　　　（大洗、鉾田、水戸環境組合）　　　　　　　　　　　　（鉾田クリーンセンター）　
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委
員
会
活
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報
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　〔
総
務
企
画
常
任
委
員
会
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会
〕

 委 員 会 活 動 報 告  

【付託議案審査】
〇議案第１号　鉾田市印鑑条例の一部改正について
　在留カード・特別永住者証明書と個人番号カードの一体化に関する趣旨や、制度改正の必要性と利便性、
さらには事務負担への影響について質疑がなされました。審議の結果全会一致で可決となりました。

【所管事務調査】
〇ＤＸ推進事業の進捗状況について
　本市におけるDXのこれまでの取り組みとして、行政手続きのオンライン化やAIチャットボットの実績に
ついて説明が行われました。委員からは、議会活動においても積極的にDXを取り入れていけるよう、NTT
東日本の担当者とも連携・調整を図るべきだという前向きな意見が出されました。
〇�原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法に基づく財政支援について
　原子力発電施設等の立地地域に関する要件が見直され、これまでの旧鉾田町・旧旭村地域限定から「鉾田
市全域」に対象が拡大されたことや、国の補助率が引き上げられたことについて説明を受けました。委員か
らは、「具体的にどのような防災インフラや施設の整備に活用できるの
か」「建物などの施設だけでなく、消防車両の購入などにも使えるのか」
といった、実務的な質疑が行われました。

【意見交換会】
　鉾田市役所職員と「これからの鉾田市役所をどうつくる？～職員が考
える、もっと働きやすい職場へのアイデア～」をテーマに意見交換会を
実施しました。日々の業務における課題や苦労、職員ならではの視点な
ど、数多くの貴重な意見を交わし、大変有意義な共有の場となりました。

令和8年6月16日総務企画常任委員会総務企画常任委員会

〇�「令和７年度鉾田市水道事業会計継続費繰越計算書」「令和７年度鉾田市水道事業会計予算繰越
計算書」「令和７年度鉾田市下水道事業会計予算繰越計算書」について
　繰越計算書に係る繰越事業の概要及び 進捗状況について説明を受けました。委員からは繰越となった
理由や事業内容、金額についての質疑がありました。

【付託議案審査】
〇議案第２号　鉾田市火入れ条例の一部改正について

　火入れと野焼きの違いについて、市民への分かりやすい情報発信の徹底、消防署との連携・取扱いの再
確認、地域ネットワークを活用した広報についてなどの質疑が行われました。審議の結果全会一致で可決
となりました。

【所管事務調査】
〇「大洗、鉾田、水戸環境組合最終処分場」及び「鉾田クリーンセンター」の施設の概要について
　各施設の概要説明を受けるとともに、施設の現状を現地視察しました。

経済建設常任委員会経済建設常任委員会 令和8年6月15日
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【所管事務調査】
〇学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の推進について

　地域交流会での「昔遊び」や「AED講習」などの実績が報告された一方、スポーツ少年団の活動に伴う子
ども会の存続難や、推進委員の任期といった課題が浮き彫りとなりました。今後、活動の目標や運営、住
民参画について、研修等を通じて共通理解を深める必要性が示されました。

〇児童福祉サービスの現状と施設視察について（現地視察）
　各施設では、利用する子どもの年齢や具体的なニーズ、支援プログラムな
どに応じ、一人ひとりの発達状態に合わせた事業が展開されていました。保
護者の悩みを軽減するためのきめ細やかな取り組みも行われており、ニーズ
に寄り添った支援体制が整えられていることが確認できました。
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員
会
報
告
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回
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時
会 

主
な
日
程
　
／
　
概
要
　
／
　
提
出
議
案
と
審
議
結
果

 委 員 会 活 動 報 告  

４
月
27
日（
月
）本
会
議

　
　
　
　
　
　
・開
会

　
　
　
　
　
　
・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　
・会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　
・諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
・行
政
報
告・市
長
提
出
議
案

　
　
　
　
　
　

 

説
明・質
疑・討
論・採
決

　
　
　
　
　
　

 （
議
案
第
１
号
か
ら
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
・閉
会

　
令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
４
月
27

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
専
決
処
分
の
承
認

に
つ
い
て
鉾
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
と
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
2
件
と
令

和
８
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て
の
計
3
件
が
提
出
さ
れ
、

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
第
１
号

は
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
議
案
第
2
号

は
賛
成
多
数
で
承
認
、
議
案
第
3
号
は
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会

主 な 日 程概 　 要

全会⼀致で 承認・可決した 議案等
会議名 議　　　案　　　等

第２回臨時会 第１号 専決処分の承認について
鉾田市税条例の一部を改正する条例について

市長提出議案

概要はこちら

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会

○：議案等に賛成、●：議案等に反対、退：退席、欠：欠席、除：除斥、－：議長は採決に加わりません。

会
議
名

        　　　　　　　　 　　議員名

 議案名

関
根
正
史

久
保
田
豊

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

亀
山　

彰

小
沼　

勝

根
嵜　

眞

水
上 

美
智
子

入
江　

晃

岩
間
勝
栄

米
川
宗
司

山
口　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野　

衛

討 論
採決
結果

※議案等について

賛 成 反 対
第
２
回
定
例
会

第2号
専決処分の承認について
鉾田市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 久保田 高野 承認

第3号 令和８年度鉾田市一般会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ - ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ 亀山 鬼澤 可決

①こどもサークル鉾田つなぐ園　②こどもサークル鉾田　　　　   ③児童発達支援事業所Stella　　 ④チャイルドハウスひまわり　

令和8年6月12日
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議
会
活
動
報
告
　
行
政
視
察
　
／
　
視
察
受
入

 行 政 視 察 研 修 報 告  
総務企画常任委員会・経済建設常任委員会【合同視察研修】（令和8年6月23日〜25日）

兵庫県赤穂市議会　建設水道常任委員会 行政視察受入れ（令和8年5月25日）

目　的　�持続可能な地域社会の構築に向けた、次世代農業・市民協働・防災力強化の先
進事例の調査研究するため　

目　的　�持続可能な農業を次世代へ繋ぐ新規就農と行政の連携について

北海道⇄鉾田の産地間リレーを実現する
大規模農家に学ぶ持続可能な農業経営

千歳市「そなえーる」に学ぶ、市民の危機感
を呼び覚ます防災教育

指定管理者が実践する
「人が集まり続ける」コミュニティの作り方

北海道
森町

北海道
千歳市

北海道
函館市

　北海道と鉾田の2拠点で農業をしている鉾田市在住の大
規模農家を視察し、本市農業の持続可能化には優れた栽培
技術だけでなく、「機械投資」が不可欠だと痛感いたしまし
た。特に重量野菜は労働負荷の軽減が鍵となります。今後
は当市でも最適な機械化ラインの再検討やスマート農業の
導入、地域内での機械共同利用を模索し、持続可能な農業
体制を構築すべきだと感じました。

　視察先の「そなえーる」は、平時の防災学習と有事の拠点
を兼ねる複合施設です。特徴は、五感で学ぶ体験型学習、
自衛隊と連携した強固な備蓄・拠点機能、日常の交流によ
る防災力の底上げの３点です。当市への応用として、有事
の機能発揮には平時からの市民の巻き込みと実践的訓練の
積み重ねが不可欠だと痛感しました。

　大正12年建築の旧百貨店を改修した「函館市地域交流ま
ちづくりセンター」は2つの特徴がありました。1つは移住
や観光、市民活動の窓口を統合した「多機能ワンストップ
化」。もう1つは「指定管理者制度の導入」です。民間ノウハ
ウを活かしたスタッフが市民の伴走者として深く地域に根
ざし、高い利用率と満足度を実現していました。

　赤穂市議会建設水道常任委員会の皆様が鉾田市に行政視
察にいらっしゃいました。小沼議長より歓迎の挨拶を行い、
本市農業振興課より新規就農者や担い手確保の取り組みに
ついて説明をしました。具体的には、農地・資金の確保支
援に加え最大3年間の経営開始資金の交付、市独自の賃借料
や機械設備等の補助事業を紹介。さらに、令和8年度からメ
ロン栽培の維持に向け、研修費等を補助する経営継承支援
事業を新たに導入したことを説明いたしました。
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お
知
ら
せ
　
映
像
配
信
に
つ
い
て
　
／
　
傍
聴
に
つ
い
て

お 知 ら せ

　公職にあるものは、公職選挙法により選挙区内の住民にお金
や物を贈るなどの寄付行為が禁止されています。市民の皆様に
はご理解をお願いいたします。

※公職とは国会議員、地方議会議員、都道府県知事、市町村長など

新盆等のご挨拶を自粛しております

議会映像配信をご利用ください

議会傍聴希望の皆様へ

本会議　３月、６月、９月、12月の４回開催
場　所　鉾田市議会議場（鉾田市役所３階）
開　会　午前10時
受　付　鉾田市役所３階　議会事務局前
　　　　　　　　　　　 〈事前の申込不要〉 私語や拍手、高笑い禁止

議場内は静粛に
携帯の使用禁止
マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

《視聴方法１》 《視聴方法２》

いつでもどこでも開かれた議会へ！

①鉾田市議会を検索 議会中継のページ
に直接アクセスで
きます

②ホームページ内「議会中継」
　をクリック

③ライブ中継は議会が開始する
までそのままでお待ちくださ
い。録画配信は会議名一覧等
から該当するものをクリック

検 索鉾田市議会

議場内のルール厳守にご協力を

　本会議は、原則として鉾田市議会傍聴人受付簿に住所、氏名、年齢を記入していただ
ければ、誰でも傍聴することができます。
　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所3階の議会事務局までお越しく
ださい。

　本会議の様子は、インターネットを使用したライブ中継や録画配信を行っています。
インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができますので、
ぜひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）



議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

99月月11日日㈫㈫〜〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前

にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

※日程は変更になる場合があります。

令和8年第3回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

8/30 31 9/1
本会議
（開会）

2 3

一般質問

4

一般質問

5

6 7

一般質問

8 9

本会議

10 11
常任委員会
／予算決算
常任委員会

12

13 14
常任委員会
／予算決算
常任委員会

15
常任委員会
／予算決算
常任委員会

16 17 18
予算決算
常任委員会

19

20 21

敬老の日

22

国民の休日

23

秋分の日

24 25
本会議
（閉会）

26

27 28 29 30 10/1 2 3

※日程は変更になる場合があります。

令和8年第2回定例会延べ傍聴者数	 35名
議会映像配信視聴数	 440アクセス
	 （令和8年6月4日～令和8年6月19日）
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副委員長　羽成　洋一

委　　員　久保田　豊 　土子　勝也

　　　　　髙埜　栄治 　亀山　　彰

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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  ■その他、市議会についてのご意見
　・ 多選禁止／定年制度（70歳まで）／若返り／市民との交流の増／意見交換会の増／市議会の役割とは · · ·
　・�モニターを大きい文字で資料を開示してください。議員の様子は直接目視できるので資料を重点的に

映してください。
　・質問についてとことん追求すること。
　・�今まで12年度完成を目指していたので、井川市長が立ち止まったおかげで工期が遅れてしまった。

大丈夫なのだろうか？ 13年度までかかってしまった場合、13年度で完成しなかった場合どうなるの
か？物価高騰、資材不足、人件費、大変だと思う、無理して作ることは無いと思う。

　傍聴者のみなさまに「鉾田市議会に関するアンケート」のご協力をお願いいたしました。その結果　
12名の方からご意見をいただくことができました。下記にアンケート結果の抜粋を掲載いたします。

今後も市民に開かれた議会を目指すため実施する予定ですので、みなさまの
議会に対する声をお聞かせください。
アンケートにご協力いただきありがとうございました！！

議員の発言について 執行部の発言について 議会・議員に期待すること

理解できなかった理解できなかった
8%8%

理解できた理解できた
8%8%

未回答未回答
8%8%

未回答未回答
4%4%

議会だよりの充実議会だよりの充実
4%4%

理解できた理解できた
9%9%

概ね理解できた概ね理解できた
92%92%

概ね理解できた概ね理解できた
75%75%

政策提言政策提言
33%33%

議員の政治姿勢議員の政治姿勢
13%13%

市民との対話市民との対話
21%21%

行政のチェック行政のチェック
25%25%

鉾 田 市 議 会 に 関 す る

ア ン ケ ー ト 結 果

【複数回答可】　


